
每株式をな曰なお作巧 


人がいて、巧があって、まかななをがみり、快适な生活がある。 

そんなおたちのくらしも、そう、巧巧をめざす技巧の力でまえられているんですね。 

上のおは*小学6年をの CG (コンビュータ•グラフィック）アーチスト、 
in 本大介くんが巧いてくれた r ロボット•ハウス」。 

おうちを体がロボットになっていて、どこにでを巧けるんですって。 

次の、次の世紀くらいかな。こんなロボットが大ミき巧する日だって、巧るかも知れません。 
事を見る力。夢をかえる力。ま杂へ、つづく。日立で京 

ロボット•ハウスのおぶりだい。 


人と巧巧の巧巧をめざす 
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オリンピック都市サラエボの人勺と 
ボスニアへルツエゴピナのスポーッ選手を救おう 
『オリンピック•ファミリー義簿養舍』につし、て 

皆様方にも新聞を • th 等ですでにご承知の t わり、第14回オリンピック冬季競な会場であ 
ったサラエボの イ封をは じめボスニアヘルッェゴビナの 各地は戦火にみまわれ大雙 な；!が 兄に な 
って 居ます。我々の仲間である ハン ドボール関係の多くの方々も多くの苦労を して 居られ 
ると思、ぃます。 

スポーッを愛する仲間 t して何かわ役に立てるこ t は無ぃかと考えてぃむ矢先に、財固 I 
法人日本オリンピック委員会の呼び掛けで胃金の募金活動が行われるこいこなりました。 
当協をとぃたしましてもこの運動を全面的に支援して行きたぃと思ぃますので皆様方の全 
面的なご協力をぉ願ぃ致します。 

ス U ンピックファ—義援募金について 

財団法人曰本スリンピック委員会 
会長 古橋廣之進 


拝啓益夕ご清栄のことと拝察致します。 

本会は、ス IJ ンピックの理急(こ基づき\ tTU ンピックムープ乂ン S とス U ンピック競按 
大会への参加を通じて、人類巧'期或え\文化を高め、世界平和の义を永遠じむし続ける 
ことを理想としたミ舌動を続けております。 

最される旧 ZL— ゴスラビア情勢肤混迷の度を益夕深め、終わりを知らなし、内戦 
の状況は、日に日に悲惨さを増しております。戦禍に薑5す人夕の恐怖と苦悩は想像を絶 
するところと思、います。 

また\ 1984 年平和の祭典である第 14 ◎ス U ンいジクき季競默会を隱した都がサラ 
エボも今は銃撃戦の舞台と化し、方つては、世界の若人がその按と力を競った会場は、 
見るも無残な姿となっております。 

このような状況に巧して\本会は、スリンピックムーブ乂ン S の立場々ら\当地の人グ、 
特に平和のシンボルであるス IJ ンピック都市サラエボの人クと、ボスニアヘルツェゴビナ 
のスポーツ選手をま焼するためじ、論舌動を実施することじ致しました。 

格別なるご高配とご賺を腸りますようよろしくお願し、申し上げます。 


義援金の振込先はつぎの通りです。 

敬具 

銀行振込の場合 

銀行名 

第-^^業銀行鮮支店 


R 座番号 

普通 No 2799568 


口座名義 

財団法人日本オリンピック委員会 

郵便為替の場合 

郵便局名 

をを神南郵便局 


番号 

東ま 6- 711733 


名称 

財回法人日本オリンピック委員会 





第 s 回全日本総合選手権大を 


男子は 日新製 巧が CU 連覇、 女子は オム □ンが7年ぶりの優滕 


第的回全日本総合ハンドボール 
遵手権大会は、。巧 W 日から巧日 
まで東京体育館にて開催された。 

今回は前回の男子•日新製鋼、 
女子.北国銀行といった新王者を 
中ん とした 争いが期待されたが、 
緒戦で北国銀行が筑波大学に接戦 
の末敗退する波乱があり、興味を 
増した。 

他にも序盤戦では、男子は本年 
の東四圃国体に向けて強化が進む 
地元の香川県教員団が本田技研熊 
本を2点差で破る「殊熱」や、大 
肢体育大学が一一一景を堂々の「横綱 
相撲」でィン々レ優勝の貫禄を示 
したり、中村荷役が日本リーグ前 
期にホいで本田は研を最後まで苦 
しめるなど大会を盛り上げた。 

か子では最初に書いた北国銀行 
の敗退の他じも、昨年の全日本実 
業聞選手権で優勝したジャスコが 
大和銀行に逆転敗退するなど、興 
味の尽きない争いが続いた。 

〔女子〕 

凹強に残ったのは、オムロン、 
日立お木、大晦電気工業、大和銀 
行となつた。 

武津、西が、グデリュ—らの主 
力ががけて若干力が落ちた部かを、 


中国代表で一昨年夏、広島でのア 
ジア選手権大会でも活躍し、日本 
でもおなじみの長身プレイヤー張 
亂 と、 アジア ナン バ 1ワン GK と 
いわれている王涛を補強したオム 
ロンに、昨年の「べにばな国体」 

で 準優勝し、 オムロン同様、 中圃 
からホ 日した 蒋引 絹と 陳恵馨を補 
強し、全日本でも期待されている 
ア タッ々 I の貴田などの力により、 
か撃力を大幅にアップさせた日立 
が挑戦する形の戦いは、開始直後 
蒋の速続シユートが決まり、試合 
の主導権を握るかに思えた日立だ 
が、オムロンは同点じ追いつくや 
サイド プレイヤ！ 中山を中ん にし 
たスピ I ディな攻撃と GK 王の攻 
ずが巧え、日立じ連続得点を与え 
ず、前半で；3対 5と 大差がついた。 
後半に入ると新井の連続ポイント 
などで一時は 4 点差まで迫ったが、 
試合には影響なく、結局^巧パで 
オムロンが決勝に進出を決めた。 

続く大崎電気が大和銀行の試合 
は、今大会では金、尹の両韓国プ 
レイヤーがなけ、全体的に小粒に 
なった大崎電気。西口、木口 、 G 
K 上巧ら期待の若手大型プレイヤ 
1を揃えた大和銀行と、日本リ— 
グ前期では 5 位 • 6 位で巧リ返し 


た両チ—ムだが、高さで勝る大和 
銀巧が どこから でも得点できる豊 
富な攻撃力でじわじわと大崎を突 
き放し、後半は一方的なゲームと 
なった。、 

こぅして7 年振りの優勝を目指 
すオムロンと大会ごとじ調子をあ 
げてきた念願の初優勝を目指す大 
和銀行との決勝は、開始直後大和銀 
巧•か藤の速攻シュ I 卜が決まり、 
オムロン.橋本のポストシユート 
で同点にしたが、大和銀行も荒川 
の ポスト シユ I 卜などで 3 連続得 
点をあげた。 このまま 波にのるか 
と思われた大和銀行だったが攻撃 
面でのミスが続き、オムロンにも 
連続得点を与えられた。後取っ 
ては取り返すといったが態が続き、 
オムロンは、前日再三の攻守をみ 
せた GK 王のタィミングが合わな 
いため主導権が握れず、見かわた 
ベンチも川島じ巧代した。じが U 
の大和銀行1点リ1ドで前キを終 
了した。 

後半もオムロン•川島、大和銀行 
•増見両 GK の好守が続き！進一退 
の攻防が続いたが、 7 分過ぎに比 
嘉のセンタ I からの連続シュ—卜 
が決まったオムロンは徐々じ大和 
銀行を突き放し、途中大和銀行は 


W 分な上も得点を決めることがで 
きず、最後はがが^でオムロンが 
4 度目の優勝を果たした。 

今大会の直前、リトアニアで開 
催されていた世界選手権にお場し 
ていた選手の何人かが一冗気ないの 
が気になった。 

〔男子〕 

I 方男子の四強は、本田技研、 
大囘特殊鋼、湧永鐵薬、日新製鋼 
とほ ぼ順当な結果となった。 

GK 橋本から山村、平松らにつ 
なげる速攻で活路を見い出したい 
本田技研と盧、林の韓国。ハワ—を 
中んにセットからのか撃に威力を 
発揮する大同特殊鋼との戦いは、 
橋本にいつもの攻撃的なキ—ピン 
グの巧えが見られず、一度もリ| 
ドすることなく？5巧別で大同特诛 
鋼に凱歌がとがった。 

2か月ほど前.、「べにばな国体」 
で合同チ ー ムを組んで二連覇を果 
たした湧永製薬と自新製鋼との 「U 
• U 決戦」は、広島の地元マスコ 
ミも力を入れており、前半開始直 
後湧永製薬はェース中山の連絲シ 
ュ—卜などで飛び出すかに見えた 
が、今大会の照準をこの試合に合 
わせて いた 日部製鋼のどこからで 


もポイントできる豊富な攻撃力で 
W 巧 W と追いつき、興味がさらに 
湧いた。 

後半に入ると満を持していた「り 
リ I フエ—ス」のベテラン西山が 
登場、試合も I 進！退の状態が続 
きついに延長線となった。比較的 
大味の続いたそれまでの準決勝 3 
試合だっただけに、ことさら館内 
も湧いた。終了直前湧永製薬は P 
T を得、ここまで日新製鋼の GK 
宇田川に本来のらしさが見られな 
かったが、中山の一投を見事に防 
ぎおが把と大熱戦に終止符が巧た 
れた。 

結局決勝は、大同特殊鋼と日新 
製鋼といぅ2年連続のが戦となっ 
た。両チ！ムとも開始直後から積 
極的に前じ出るディフェンスで口 
ング シユ！ 卜を 防ごぅと した。 大 
同特殊鋼•林、日新製鋼•宇田川 
両 GK の巧 S の好ずもぁり、決勝 
戦らしい見ごたえの ぁる 内容が終 
始続いた。 W 分過ぎ、日新製鋼 
は腰痛のため前日の湧永戦にベン 
チにさえ入らなかった武田を投入 
するが、大同特殊鋼が若干の主導 
権を握ったまま 4 点り ー ドで前半 
を終了した。ハ}フタイムを終え、 
ベンチに戾った両チ J ムを見ると、 


一2— 








スピードひかえて安全運転 
シートベルトを締めましょう 

® TOYOTA 


どもらが負けているのかわから な 
い、と思えるほど日新製鋼のム！ 
ドが明るい。特にム■—ドメー々1 
野中の掛け声がそれを象徴してい 
る。逆にリードしている大同特殊 
鋼に堅さが見られる。確かに大同 
特踩鋼は、前日 W 得点をあげた「才 
リンピック プレイヤ ー」 林に巧え 
が見られず、前半はわずか1得点 
のみと完全じ攻撃の幅が狭い。 

後半になると準決勝同様日新穀 
鋼は「リリ—フエ—ス」が登場し 
た。ここでディフ卫ンスは堀旧、 

武田、野中。オフ卫ンスになると 
西山、林、木村と 3 人ずつが交互 
じ登場し、反撃の狼煙をあげた。 

果たして日新裝鋼の ぺースと なり、 
計算したかの よぅに 西山のシユ ー 
卜で同ぶにすると 一気に 突き放す。 

後一度同点にされたものの試合 
終了まで日新製鋼のな蒲の攻撃が 
続き、一一連覇へと突き進んだ。 

若手から中堅、ベテランとぅま 
く歯車がからみあった日新製鋼の 

優勝。チームワークも良く「日新 
製鋼時代」を築き上げる可能性も 
抬秘めてぃる。 

^ 最後に蛇足だが、決勝当日はサッ 
手々1 の トヨタ々 ップ、ラグビ^ —の 

大学を流試合が周辺で開催されて 
おり、千駄ヶを駅は大をな人込み 
本だった。人気ではこの二競拔には 
を 及ばないが、いずれ肩を並べる日 
回がホることを願って止まない。へ 
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本田技研？3 


けま都を巧ク 


け—。 

，で， 

〔戦評〕前半開始後少々固さの見 
られる本田じ巧し、京都クがぅま 
く攻擊し、一進 I 退のゲ}ム。し 
かし、残り 5 分、本田のサイドシ 
ュートなどで 4 点り I ドで前半終 
了。後半、京都クも必死の追い上 
げをするが、本田の厚いデイフエ 
ンスを破ることができなかった。 


中村荷巧 


運輸 


8 

3 


早稲田大 


大崎電気 W 


Y 8 

ろ—パ 


連続して得点をあげ健闢するか見 
クを突き放した。 


大 同 


特殊銅 


8 
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U ぷ政大 


(白并) 
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〔戦評〕エ—ス岩本、^:3に荒木を 
欠く早稲田大が前半より頭張り、 
善戦、 4 点差で巧り返す。後半、中 
村荷役が早稲田大のミスを速攻に 
つなげ加点、早稲田大も平田、力 
島が打ち返すがおよばなかった。 

"氷 見 
■クラブ 

〔戦評〕前半 W 分頃まで氷見クは 
テクニ々ルな。ハ スワ！ クからポス 
卜、サイド、ブラインドのミドル 
などで大崎の高さのあるデイフエ 

ンスをよく崩して善戦したが、次 
第に動き、パスワークなどを読ま 
れ、パスカットからの速攻などで 
6点連取され、ゲ—ムの流れは I 
気に大崎に傾き^:: — 8で前半終了。 

後半も U 分頃までは前半のスタ 
1卜直後同様互角にわたり合った 


け i 

，の—。 

〔戦評；一先制点は法大があげたも 
のの、大同は着実じ速攻で得点を 
あげ、 W 点差で前半を終える。 

後半に入っても大同の勢いはを 
わらず、法大のミスから速攻につ 
なげて得点を重ね、法大の若さあ 
るプレーを寄せつけず圧勝した。 


演永製薬が 


大 


体育大 




巧|二 景 


W I n 

〔戦評〕前半、立ち上がりから両 
チ ー ム とも フット ワ！ クを 十分生 
かしたディ フ卫 ンスで W 分過ぎ ま 
で2が2の口 —スコア。その後は 
大体大•山口のミドル、松村の力 
ットインに速攻、二一景は斉藤の口 


ング、ポスト VI 点を争う。後キ 
は大体大は GK 四方の好守からス 
ピード豊かな組織的な攻撃で得点 
を重わ、大差の勝利を飾った。 


香川教員 ？： J 
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本田技研 


熊 本 


引—じ 8 パ—ム 

，け— W 」 2ヒルズ 

〔戦評〕。ハ—ムヒルズが小技で高 
さのディフェンスを破り、立ち上 
がり互角に戦ぅが、 W 分過ぎょり 
地力じ勝る湧永が速攻、セットで 
ホ々に加点していく。後半も同じ 
展開で6せ';差まで詰め寄るが、巧‘ 
分過ぎに またも 大きいボ ー ル画し 
で湧永が突き放す。ボール操作は 
パ—ムヒルズも負けていないが、 
選手層の厚さが勝敗を決めた。 


4 i 1 
314 

〔戦評〕前半立ら上がり、本田熊 
本のポスト、速攻から速続 PT を 
誘い先制するも、香 W も河合の々 
ットイン、ス々イプレーで同点と 
し、ゲ—ムは I 進一退となる。香 
川は2回の退場者を出し、本田が 
4点差をつけるが、香 W も粘り強 
くなめての分じ同点、？3分には相 
手退場の間に逆に 3 点差をつけ前 
半を終了する。後半になっても両 
チーム確実なプレーが持続せず、 

両 GK のファインプレ1もあって 
接戦と なる が前半のリ ー ドを 守っ 

た香川に勝利がとび込む。 

、 5I2, 

,s-9 、 

(戦評〕前半、昨年チャンピオン 
の 日 新は カットイン、 ポストプレ 
1などを彩な攻撃で得点を重ねた。 
これじ巧して筑波大も学生らしく 
すがすかしいプレ I で食い下がり、 
3点差で前半をがり返した。後半 
に入ると、力の差がはっきり現わ 
れ、 W 分過ぎに W 点差が開き、最 
終的にか巧？^と大差をつけた。 


日新製銅" 


リ筑波大 


CU 回戦 


本田巧研？3 
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中が荷役 
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〔戦評〕前半、両チ—ムともミス 




































技を制す/ 


日本 ハン ド ボール 協を検定工場 
国際体操連盟公式競技認定品製造じ場 
日本体操協を器械器具檢定工場 


スポーツスピリット 

体育施設の総合メーカ~ 

の 叫 MU 長春館 

本社工場/広島県福山巿弓惜町订目4番の号 〒721電話(0849)41-胎30奶 
大阪支店/大阪府八尾巿若ネネ巧 ITS 70-1 〒581電話 (0729)48-3580 ㈱ 

営業巧/東北當業所名古屋営業所福岡営業所沖縄當業巧 


が目立ったが、本田 GK 橋本の好 
ザで 中 巧荷役に3点の差をつけ祈 
り返した。後半立ち上がり、中村 
荷役は速攻とス々ィプレーで1点 
差に詰め寄ったが、本田もポスト、 
ロングで4点連取し、 このままの 
ぺースで進むかじ思われた。しか 
し、中村は興の活躍でじわじわと 
追い上げ、再度1ぶ差とし、残り 
W 秒に同点をわらったシュートが 
はずれ タイム アップとなった。 


大同。 

特殊銅。 
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Ki 大崎電気 


读み製薬が 
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で W 

，の-じ、 

〔戦評〕前半、湧永の玉村、中山 
の ロング シユートで試合 リズムを 
つかみ、 W 分にはダブルスコアに 
なって しまった。しかし、 大体大 
も泉などの活躍で点差のわりに活 

気あふれるプレ ー で善戦する。湧 

水、大体大の両チ I ムともじ速い 


日新製銷 S 


W 香川教員 


〔戦評〕立ち上がり5分、大崎は 
バランスのよい攻撃で4巧2とり 
1ド。 ここで 大同 GK 林が好ず を 
見せ、 これを きっかけじ大同が4 
述取して逆転、盧、林のロングが 
よく決まり、これにポスト、々ッ 

ト ィンと 他のプレ！ヤ I も持ち味 
を出し、 W 分過ぎの6連取で W が 

8と完全じゲームの主導権を握っ 
た。後半、ミスが少なくなリ、動 
きの量を増した大崎は必死に追い 
すがるが、大同の大砲コンビ、林、 
盧を守ることができず、大同が余 

裕をもって逃げ切った。 


展開で進み、 W 対 W と湧永の大量 
リードで折リ返す。 

後半、地力に勝る湧永は多彩な 
プレーで加点する。大体犬も随所 
ですばらしいプレ J を見せてくれ 
たがあばなかった。 

〜 UI2, 

刀—8、 

〔戦評〕立ち上がり、香川教員が 
2点連取したが、日新も スピ— ド 
あるな撃で一進 I 退の展開となっ 
た。•しかし、化分過ぎから徐 .々に 
日新か引き離し、前半6ぶリ^ —ド 
で巧り返した。後半に入っても地 
力の差を見せ一時日新が退場で4 
人となり、香 W の追い上げのチヤ 
ンスがあったが生かせず、結局扣 
巧 W で日新が勝利を収めた。 


準決麟 
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盧林 


秋内高朝植藤未佐阿 

00200052 W 720 



HI - 
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〔戦評〕前半4分過ぎまでは本田 
GK 橋本、大同 GK 林の両選手が 
よく守り、得点を許さなかったが、 
大同.盧、林のロングシュ I 卜が 


おもしろいよぅに 決まりだした。 
本田も平松のミドル、山村のサィ 
ドで巧張りを見せたが、大同が日 
点を リ！ ドして前半を終える。後 
半、本田•平松のミドルで先取点 
をあげ、本田が攻守のリズムをつ 
かんだが、大同も末岡の頭張りな 
どで本田を。ハワ I でわじ伏せた。 
414 
313 
4——3 


U 日新製銷 S 


リ1分 W 秒に逆転。しかし、湧永 
も粘り、残り W 秒に中山が同ぶシ 
ユ I 卜を決めて延長へ。 

延長前半、湧永•中山が先制し 
たが、 日 新 も 坂口ですぐじ追いつ 
き逆転。後半に入り、湧永は同点 
となる PT を日新 GK 宇田川に止 
められ、日新が1点差で辛くも逃 
げ切った。 


S 湧み製薬 


〔戦評〕湧永•中山が々ツトィン 
で先制、その後3点を連取。 I 方 
の日新は5分に初得点をあげ徐々 
に追い上げ、前半終了間際に源内 
のサイドシュ I 卜で同点と して 前 
キ終了。後半に入り、日新は西山 
を起用、ミドルシュートなどで残 
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決勝 


日新製鋼 ？ S 


。—け 'I 4 大 同 

- — U 」 2 特殊锅 

〔戦評〕決勝は日新が大同といぅ 
昨年と同じ顔合せとなった。雪辱 
に燃える大同は、盧のロング、未 
岡、佐藤の速攻がょく決まった。 
日新はやや固さが見られたが 、 G 
K 字西川が よく ノ I マ I クシ'' 一 — 
卜を ブロックし、 4 点差で前半を 
終了する。 

後半、日新は西山を投入、攻守 


にリズムを取り戾し、 W 勿過ぎに 
逆転。その後も GK 宇田川がよく 
守って2年連続優勝を決めた。 
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巧原川田巧山裴村田巧口中 
菊 田 ザ 

巧條宇堀武西甲木池源坂野 
がす003134340361 


罹滕手記 


日新製麵監督泉喜义男 


先に行われました第^回全日本 
総合選手権大会にがいて、我が日 
新製鋼チ—ムは昨年の初制覇に続 
き連覇を果たすことができました。 

この栄冠は、昭和お年創部な来、 
これまでチ—ムを支えて戴いた先 
輩諸氏をはじめ、関係者の方々の 
お陰であると厚く感謝しておりま 
す。 

さて、今大会の試合を振り返つ 
^て見ますと、まず1回戦の筑波大 
学との試合ですが、結果は別とし 
手て、、王力選手が世界学を選手権で 
欠いていたといえ、個性溢れる積 
総極プレーで随所々々に好プレーが 
跡光り、本当に学生らしいチームと 
をの印象ををけました。 
f 続く2回戦は本田技研熊本を破 
g つた香川教員チ I ムと当たりまし 
争た。流石じ教員チームのトップら 


しぐ上手いプレ！に翻弄される場 
面もたくさんあリ、我チ！ムの選 
手も参考になったと思います。 

準決勝は予想どおり湧永製薬と 
当たりました。同じ地元のチーム 
で手の内は知りをくしており、ま 
た、共に日本リ I グ前期を同率卜 
ップでがリ返しています。加えて 
相手チームは1 • 2回戦にも危な 
げなく勝ち抜き、勢いに乗ってい 
るよぅ でした。 

今シ I ズンは公式戦では負けが 
先行しており、チーム内でも大会 
前から「この i 戦が今大会の天王 
山である。」と、言わずとも全員が 
思って いたよぅ です。 

試合は予想どおり一点を争う白 
熱した展開となりましたが、終盤 
になって少しずつ流れが変わり、 
追いついた当チ I ムに勝利の女神 


が微笑んだと言えましょう。 

決勝は、昨年と同じ顔合わせの 
大同特殊鋼戦となりました。昨シ 
I ズンのリーグ後期で黒星を喫し 
てなホの戟いとなり、不ぞ材料は 
沢山ありましたが、 I あの目処で 
あった決勝進出を果たすことがで 
きてチ1ムの雰囲気は、「勝ち負け 
云々 よリ もない試合を しよう」 と、 
リラックス ムードでした。 

前半で 4 点のリ I ドを許しまし 
たが、勝負どころは必ず後半にく 
ると 思っていましたので、満を持 
してベテランを入れ替え、ゲーム 
の主導権を握り、そのまま勢いじ 
乗っで勝利することかできました。 

若手と中堅、ベテランがうまく 
かみ合った全員で捆んだ勝利であ 
ったと思います。 

今大会を通じての私なりの勝因 
を述べてみますと、まず第一に、 
昨年の大会の優勝がかなりの自信 
じ繫かったと言えます。選手各人 
が、試合展開を冷静に判断し、勝 
つ為に自らの役割を実践しようと 
する術がついて来たのだと思いま 
す。「勝つことが薬」正にそのとお 
リだと思いました。 

第二に、チーム内での「信頼」 
です。昨年はただガムシャラじや 
って来て気付いたら優勝していた 
という 感じでしたが、今年は、 7 
巧の前期リ—グ終了から国体を目 
指す者、若手の JHL カップを目 
指す者、この大会のみを目指すベ 
テラン、負傷者、全日本の 一員と、 


昨年と違いチ L ム全体として まと 
めるのが難しく、この大会までの 
コンディションづくりに大変気遣 
いました。 

トレ—ナ—等と相談しながら選 
手 自らの 管理じ委ねる部分がをく 
ありました。 

大会1週間前はム—ドも今一つ 
でしたが、谨手各人が今大会に向 
け上手く調酱してきて本番でピ I 
クに持ってきてくれました。 

第一一一は、やはり会社を挙げての 
全面的支援です。昨年と比べ今年 
は決して経済情況はよくありませ 
んが、変わらずわがままを聞いて 
戴いたと思います。現在のチ！ム 
環境はこれまでになく充してお 
ります。 

「ハンドボール」は大変魅力的な 
スポ I ツだと思います。年々巧術 
も向上し、戦をも多種再兰です。 
知恵を出し工夫をこらして、是ホ 
とも日本のハンドボ I ルか世界を 
リ！ドして賞いた いと思います。 
また、その日は決して遠くはない 
と期待していますし、陰ながら各 
大会を通じてその手助けが少しで 
もできれば幸いだと思います。 

を日本総合という年ホのビッグ 
イベントに優勝でき本当に嬉しく、 
また、その感激を味わうことがで 
き幸せ者だと思います。 

最後に思うままに書きましたが、 
今大会の開催にあたってご尽力頂 
いた関係者のち々にお礼申し上げ、 
慶務報をと致します。 
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殖 産 
銀行ク 


〔戦評〕両チームとも緒戦とあっ 
て初ホ的なミスが目立った。日体 
大は不安定な殖産銀行の攻防に巧 
し、新井のサィドシユ—卜、桐谷 
の カットィンな どで確実に得点を 

重 わ、22 対 U とリー ドして前半を 
終了。後半に人り、殖産銀行は高 
楠を中んにゲ—ムを展開するが、 
日体大も攻撃の手をゆるめずにポ 
ストシュ I 卜、ロングシュ I- ^と 
多彩な攻擊で得点し、^^巧ので日 
化大が勝利を収めた。 


日立栃木が 




ブラザ— 


ェ 業 


410 

61 〇 

〔戦評〕前半立ち上がり、両チー 
ムともミスが目立ら I 進一退のな 
防であったが、白立が中盤から4 
連取し、4点差で前半終了。 


後半に入り、地力に勝る日立が 
7連取するなど、粘るブラザ I を 
突き放して勝利を収めた。 


〔戦評〕開始直後、シヤトレーゼ 
芦ケ谷のロングシユ t 卜が決まり、 
一方的な試合展開になるかと思わ 
れたが、京都教員クも コン ビネー 
シヨンプレ I でよく盛り返し、一 
時は1点差まで詰め寄る健闢を見 
せた。後半に入ると、やはり力に 
勝るシャトレ I ゼが脚力にものを 
いわせ勝利をものにした。 


筑波大 W 


?国銀行 


5 i 3 

〔戦評〕立ち上がりこそ化国の ス 
ピ I ドに筑波大は固さが見られた 
が、徐々に得意のコンビプレ I か 
らミドル、速な、 ポストと 学生ら 
しい思い切りのよいプレーで化園 
を圧倒、巧が U と2点をリードし 
て前半をがり返す。後半、北国は 
日連続得点で化が巧と逆転するが、 
筑波大もここからミドルを中ムに 
盛〇返し、 IS 分に再逆転、^が別 
と 3点を り！ ド。しかし、化国も 
3連取で^対^と追いっくが、残 
リ 2分、筑波大がミドル2本を決 
めて北国を破る。 


大崎電気 S 
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大和銀行け 


のの、いくつかの反省点を残した 
といえる。 

、：：1け 'I 3武摩川 

81 5」 女 大 

〔戦評〕日ネリ—グの大和に巧し 
てイン々レ a 位の武庫川は前半か 
ら積極的に攻撃をしかけ、両サイ 
ドのシュ！卜が谱実に決まり、絶 
ぇず2〜3点差で試合を進めた。 
前半拍分に大和はか田のシユ—卜 
で9巧9に追ぃつかれたが、前半 
終了直前に久保の PT で2点差を 
つけて前半を折り返す。後半に入 
り、大和は武庫川のディフェンス 
を破れず4点差をつけられたが、 
武庫川の退場中に I 気に点差をつ 
め、終了直前に逆転した。最後に 
なっての武庫川のシュートミスが 
勝利を逃した。 


百」回戦 


け—， 
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〔戦評〕今年、チ！ムの若返りを 
めざし メンバーを一新した大崎は 
旣田を軸に足を使ってスピーディ 
なハンドボ—ルをめざしているが、 
コン ビネー ションに 今ひとつ課題 
が あると いえる。富山のクラブチ 
I ムとして全日本に初出場してき 
た射水クラブは、大崎のこの点を 
ついてくらいつき、がのロングや 
今井のカットインで善戦した。 

試合は地力に勝る大崎が結局4 
点差で射水クラブを突きがしたも 


オム□ン Si 


、じ19 1 3 シャト 
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〔戦評〕前半は開始早々から両チ 
1ム とも 激しいディフェンスで警 
告、退場者が続出。オムロンは速 
攻、セットからの々ットィンプレ 
I で得点を重わるのにがし、シャ 
トレー ゼは小松のロングとポスト 
への手渡しプレーで食い下がる。 
シャ トレー ゼにとって悔やまれる 
のは、オムロンが退場者2名を出 
した時に連続チヤ I ジでチャンス 
をつぶしたことである。後キも最 
後まで退場者が続く激しい攻防の 
なか、全員の速攻、ハーフ速攻の 



スピ ー ドに勝るオムロンがセット 
で攻め切れないシャトレーゼを大 
差で突き放した。 
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〔戦評〕立ら上がり日体大は3 - 
2 :1のディフ卫ンスから速攻を 
連発しリズムをつかむが、市来を 
中ん とした 鋭いフ卫イントとパス 
ワークで勝負する日立におられ、 
の分についに逆転された。後半に 
入り、日体大は得意のずってから 
の速攻が巧えわたり再度逆転をす 
るものの、退場者ををく出し、最 
後までリズムに乗り切れずに敗れ 
去った。 


け大が銀行 


大崎電気？：：； 


け筑波大 


/HIn 

〔戦評〕立ち上がりは大崎の動き 
がよく、速攻、サイド、ポストと 
得意の。ハタ—ンでぺースをつかん 
だ。一方筑波大は、立ち上がりこ 
そ前日の勢いはなかったものの、 
稲ホ、野村のロングシュートをき 
っかけにぺースを取り房し、一進 


一退の展開となった。後半に入る 
と、大崎•目黒のロングシユ—卜、 
カットィンが続けて 決まり、 筑波 
大のミスも合わせてあっといぅ間 
に点差を広げていった。一方筑波 
大も小を内のロングシユ I 卜など 
で反撃に出たが、大崎の勢いを止 
める ことは できなかった。 

ジャスコ U 11 - 

‘111」 

〔戦評〕試合開始早々から両チー 
ム とも々 ツト ィン やポストプレ I 
を主体にな防を展開し、1点を争 
ぅ激戦となった。後半に入っても 
流れは変わらず I 進一退の接戦と 
なった。結局、この接戦をものに 
したのは大和銀行。ジヤスコのミ 
スを確実に速攻で得点しただけ勝 
利を得た といえる。 
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〔戦評〕前半立ち上がり、日立が 
陳の連続ゴ ー ルで2が 〇とする が、 







































桓後じ同点じしたオムロンがすば 
らしいフットワ I クを 使ったディ 
フ卫ンスからリズムをつかみ、各 
選手が持ち味を十分に発揮し、ミ 
スの目立つ日立を大きくリ—ドす 
る。後半は、日立が新井の活躍で 
一時5点差まで詰め寄るが、オム 
ロンも張のポスト、中山の速攻で 
盛り返し、中盤3降は互いに得点 
を重ね合い、前半のリードを守り 
ないたオムロンが見事に決勝戦へ 
の切符を手中にした。 
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(戦評〕今大会勝も上がるたびに 
リズムのぁってきた大和が立ち上 
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がりから着実に得点を重ね、前半 
巧みで7巧4 とり I ドした が、巧 
分からの大崎の3連続得点で同点 
に追いつき会場を沸かしたが、そ 
の後は大和の速攻が却え、一方的 
な試合展開になってしまった。 


決購 


オムロンが 


：：：大巧銀行 


JI 2 

广け 15 、 

〔戦評〕前半は前日までの動きが 
見られないオムロンに巧し、のび 
のびとプレーする大和が4巧1と 
り！ ドす る。 巧みに同点とした才 
ムロンがそのまま逆転するかと思 
われたが、大和 GK 増見のたび重 
なる好ずによってりードを奪えな 


いまま 1点差で前半を終了。 

後半は、開始 W 秒じ PT で同点 
としたオムロンが 本来の リズムを 
取り房し、中山の目の覚めるよぅ 
な速続速攻を中、 心とした 展開で、 

小池の活躍で粘る大和を突き放し、 
見事な逆転優勝を収めた。 
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例年この時期の東京は寒く、ど 
のょぅなか策をすれば良いのか、 
南国のチームとしては寒さが策も 
頭に入れ、そして、新装となった 
東京体育館メィ—ンアリーナの中 
央コ I 卜で決勝戦を戦いたいと、 
夢を大きく持って臨んだ大会でし 
た。 

g 年度がスタートし、実業団選 
手権大会2位、日 ネリー グ前期2 
位、山形団体3位と、なかなか優 
勝といぅ言葉を手中にできず、ジ 
レンマじ落ち込んだ時期 もありま 
したが、その中でも、山形国体は 
私自身に とっても 実業団チ—ムに 
とっても ショックの大きな大会で 


あ〇、実業団チームの指導者の一 
人として、深く反省させられ、自 
分自身の足元を見直させられた大 
会で もありました。 

また、高松市で一なわれたィンタ 
—カレッジ 大会を観戦し、一段と 
私自身の気持ちが大きく揺れ動き 
ました。それは、一戦一戦と観戦 
するごとに、大学生の個々のレべ 
ルの高さ、各チ1ムの細かい試合内 
容に驚き、自チームじ課題を持ち 
帰り、数多くの巧策を練る必要性 
を感じ、いろいろと情報集収した 
のも事実です。 

そして、全日本女子チ I ムが、 
世界選手権出場の為に、ま力選手 


が1かち間不おで、大会前日に帰 
圃といぅスケジユー ルも、 私自身 
を不安に した巧料の 一つでも あり 
ました。 

しかし、 大会を終ぇ、一つ、一 
つ不ぞ材料を振り返ってみますと、 
いつもの東京の寒さもなく曝房設 
備の整った体育館での試合で寒さ 
じ気をつかぅ必要性がなかったこ 
と、試合のアップ会場がなく、頭 
を 痛めて いる チ I ムも あるな かで、 
すべての試合が第1試合目で、フ 
ロア I で練習で きた 点な ど、 •すを 
が料が、一つ1つ消ぇ、目の前が 
日々明るくなつていつたこと を 思 
い出して います。 

また、選手たちが自己管理をし 
っかりしてくれ、お発前の熊本で 
の練習を含め、大会の最終日まで、 
一んのケガ、病人がでなかったこ 
とが一番の勝因につながったと思 
っていよす。 

ん 


試合内容も、チームの課題であ 
ったディフ卫ンスからの速攻で得 
点でき、 I 試合、一.試合、その時 
の主役がをり、相手チ！ムも的を 
絞リづらかったのではないかと思 
います 

そのような試合を毎日展開して 
くれた選手たもに感謝の気持ちで 
I 杯ですし、実業面 チ I ムとして 
責任を保てた大会で もありました。 

連日、また大会前から運营等の 
準備で遲くまでご苦労された関係 
者の方々のお力で、新装となった 
東京体育館で7年ぶりの優勝とい 
う思い出をつくれたことじ選手と 
共じ菩んでいます。 

ホ年も良い成績が残せるよう、 
またハンドボ I ルか j 日も早くメ 
ジャ I なスポ I ツの仲間入りかで 
きるように選手と共に頑張ってま 
いりますので、今後共、ごを援の 
ほどよろしくお触い致します。 
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巧委子 i 手権大義告 


監督 

緒お禍雄 

大会を前にして1週間の国内合 
宿、そして最終調整地としてハン 
ダリ—、 才 I スト リアでナショナ 
ル千—ムと調整試合にて個人戦術 
とチ—ム戦術の確認を行った。初 
めてナショナル遇手として ヨーロ 
ッパの大きな選手と試合をするこ 
とに 戸惑いを見せていたが、4 〜 
5試合目はホ第じ慣れてきて思い 
切りの良いプレ I が見られるよう 
じなった。 オースト リアでは、フラ 
ンスチームのビデオを借りて相手 
チ I ムの情報も入手できた。また、 
いろいろな国のチームカも聞くこ 
とができ、今までになかった自信 
をもって大会に臨むことができた。 

巧 的日、 リトアニア (ビルニ 
ユス)じ到着。雪がチラついて寒 
く、前情報迦りの寒そうな国であ 
〇、我々選手団も落も込み気味な 
気持ちと なる が、ホテルは立派で、 
一応落ち着いて生活できそうである。 

第1戦。相手のィタリアチ I ム 
の飛行機が到着できず試合時間の 
大幅変更。我々も初めてのことで 
あリ、 IHF の意見を了承するこ 

とにした。ォープニングセレモニ 
t の前の予定であったが、ォープ 


ニングセレモニ1、オ1プンゲ— 
ム(リトアニアがフランス)の後 

となり、試合開始は午後9時 W 分 
からとなつた。 

ォ ー プニングセレモ ニー は、午 
後7時から約如か間、 W 人ぐらい 
の観衆が集まり、音楽隊のファン 
ファ{レに始まリ、すどもたもの 
民族衣裳を着けたダンスがあリ、 
簡素ではあったが、盛り上がった 
セレモニ I であった。その後は、 
リトアニアの試合。テレビ中継も 
あ〇、一方的じフランスを破る。 
観衆の口笛が終始鳴り続け、審判 
の笛が聞こえなくなることも度々 
あリ 、ミスジャッジか あると ブ I 
ィングやら床を鳴らすなど、観衆 

もよくハンドボールを知っており、 
国全体として盛んなよぅに感じた。 

巧々の試合も4時間キ遅れでい 
よいよ試合開始。国外で聞く国歌 
に緊張し、また、巧出場選手の緊 
張でコチコチのスタートであった 
が、先取点をとったことじよリ早 
く平常ムじ戻り快調なぺースでで 
きた。特に後半は、 DF じ注意を 
して速攻を出すことができた為に 
1方的な試合(別が巧)となった。 

第2戦目はリトアニア戦。昨日 
の試合内容の分析でロングシュ I 
卜とポストマンの合わせ、サイドマ 


ンの鋭い切リ込みを注意し、ポィ 
ント DF でなくラィン DF ができ 
るょぅじスタ I 卜。全日本チ I ム 
の ロング シユ^をことごとく D 
F にカットされ、一気に速攻にも 
っていかれて得点を重わられた。 
観衆の口笛等にも戸惑い、 I 方的 
なゲ—ムとなって我々のプレーは 
何も出ずじまいであった。 ( W 巧 
の)。 

第3戦フランス戦。この試合は 
我々にとって今大会の一を大切な 
試合である。あまりにもプレッシ 
ャーかかかりすぎたのか、また、 
昨日の試合のショックか、スタ I 
卜から リズムじ乗れず得点が とれ 
ない。連続ミスは出る。-番ム配 
していたパッシブプレ I を何回と 
なく とられ、 自分たちを忘れてし 
まった前半だった。後半じ入り、 
DF を 一—五じ変えずりょりも得 
点を とりじいく ことにした。順調 
に得点を重わ1点差になり、残り 
時間5秒で速攻でノーマ；クシユ 
—卜となったが、フランス GK の 
好捕に同点とできず、2が巧の1 
点差負け。非常に残念で、また、 
大切な試合を落としてしまった。 

第4戦のブルガリア戦。前大会 
で1点差で敗れ、今大会もあまり 
調で良くなさそうであり、我々の 


勝つチャンスのある試合である。 

2戦続けて前半の調子の惡さがこ 
の試合も同様に思わしくない 。 D 
F の悪さが尾を引き、退場者続出。 
リズムをつかめないが態で終って 
しまった。国際試をでは、立も上 
がりで主導権をとり、前半り—ド 
が必勝。ハタ—ンにもかかわらず調 
子の出が遅い全日本である。 

第5戦のチ>^コスロバキア戦。 
今大会決勝リ{グが決定した後の 
試合で、緊張が切れているよぅで 
あった。一方我々 は、 大切な試合 
も 落とし、 開き直って試合じ臨む 
ことができた。気力の充実と全員 
のすばらしい集中力を感じた。得 
点をされてもすぐ取りおし、白熱 
した試かで9が U で前半を終了。 

エースをマンツ I マンする ことじ 
より チェコむリズムを つかめてい 
ない状態であり、2点差も苦 じな 
っていなかった。後半 じ 人り、- 
時は4さ； 差と 開かれるが、 DF で 
リズムを つかみ、 K 点目で同占';。 
これより終始りードし、結局の巧 
別で勝利ずることかできた。 

大を事務局より4位といぅ知ら 
せがあったが、 IHF のおをじよ 
リ巧％ル t ルじて A グル I プで日 
位となり、 B グループ5位の北朝 
鮮と順位決を戦を十ることじなつ 


た。 

順位決を9 ♦ W 位戦。ベネべシ 

エス市。ビルニユス市より化へバ 
スで2時間、田舎町で ある。 満員 
の観客で盛り上がった試合会場で 
あった。 9 巧の極お大会では^が 
おの8点差負けで あリ 、この大会 
では必ず勝って借りをおしたい大 
切な試合となった。化朗鮮のエー 
スを完全ワンツーをし優位じ展開 
する 前半を 2 ぶり I ド。相手 I 人 
退場時のフォ I メーションが よく 
決まった。後半に 入リ、一人 退場 
者を出した際に日連続得点され、 
一気に離されかかったがよく辛抱 
し、同点で迎えた最後の我々の攻 
擊を ィンタ I セプトされ、 1 ぶリ 
i ドを 奪われてで終了。ま 
たしても 北朝鮮に敗れ、 それむ 最 
後は自滅したような後味の悪い敗 
戦であった。 

大会全体を通じて大切な試合、 
ブルガリア戦、 フランス 戦の2試 
合を落としたのが残念であるが、 
この2試合とも前半の大差が原因 
である。試合立ち上がりの気力の 
充実とぉ中力が欠かせないようじ 
思う。小さな遇手が大きな選手じ 
勝つ為には、相当強い闢争ふが必 
要である。 スピー ドのある蚁開力 
さえ良ければ得おは十分得られる。 
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なしませ茵然〇 

シャトレ l ゼのゎ巣^:.,は山が巧も。 

H 本一のを尖郷とおムの酪農地がです。 
澄んだ乎気と豊かな円がを、 

満轉しています。 

そして、日本中をわいしいミ颂でみだそぅと 
シャトレ—ゼのフレッシュパワ I 、 

ハンドボ I ル部とむども、 

世紀にかって、 . 
さらじ大き，〜巧视しょぅとしています。 


退場者を出さない防禦力の強化も 
これからの課題である。今大会2 
位のチ卫コスロバキアを破りなが 
らといぅ残念な結果に終ったこと 
に責任を感じ、深く反省いたして 
おります。 

健康管理からメンタル面まで大 
変お世話になりました高橋先生、 
ビデオ撮りから々メラマン、また 
選手を側面から励ましていただき 
ました繁田先生、 IHF のコンタ 
クトから帰りの手続き等いろいろ 
な面で力添えいただきました渡' 辺 
社長、大変お世話になりました。 
全日本総合選手権を控えた選手所 
属チ I ムの関係者のち々に大変な 
ご理解をいただき、この遠征、大 
会が無事に終わりましたことをお 
化申し上げます。 


n J チ 

_穂積，豊度 

昨年の 4 巧、新生全日本チーム 
のコ^チをお引き受けして8か月 
あまりを 振り返 リ ながら、この度 
のが界選手権 B 大会の報吿と反省、 
そして、今後への課題を思ぅまま 
に述べたいと思います。 

極東大会. (9 月 4 日〜2日)ま 
で、選考合宿•直前合宿を含め 3 
回、 W 日弱、新メンバ I でコンビ 
プレー •速攻のつなぎ•個人技能 
などの向上を図るには、あまりに 
も短い期間であった。 

しかし、それだけに選手たちは 
全体•幡別のミ—ティングを重わ、 


生活も含め、早く一つのチームら 
しくなろうとし、 大会に.向ける意 
気込み、努力はさすがと感ムさせ 
られた。 

そして、上海での大会。ここで 
のハプニングは、国際舞台での経 
験不足からくる緊張、あがり、ビ 
ビリに起因すると思われるミスの 
多発であった。それは、精神的プ 
レッシヤーばかりでなく、たとえ 
ば、速攻中盤で DF に詰められた 
状況でのボ—ル処理•行動判断が 
悪い為に起こるバス•キャッチミ 
スや才 ！• ハ！ ステップである。 

これらから、危険な(プレッシ 
ャ})が況のなかで、あらゆる練 
習をしていかわばならないと感じ 
た。それと、北朝鮮にみる、ゴ— 
ルへのな撃(突進)姿勢を、身体 
の小さい日本 チー ムは 、どうして 
も身につけなければと痛感した。 

そして、世界選手権 B 大会であ 
る。3位までに入り、 A 大会に出 
場す ることが 目標で ある。 

極東大会での反省を1つの課題 
とし、 DF.OF 面の コンビネ| 
ションの 再確認と、個人は能の向 
上じま点をおき、本大会に向け強 
化を行った。 

この間、選手たちは、個々の特 
徴を知り、気持ちむわかりあえる 
ょうになリ、選なではなく、1つ 
.のチームとしてのまとまリを見せ 
てきた。 

不安が料といえば、本番でのプ 
レッシヤーをどうはわのけ、自分 


のプレ I かで きるか？ である。 

大阪での直前合宿を終え、いよ 
いよ出発である。大会前に、ハン 
ガリ I •ォ—ストリアで、ヨ I 口 
ッパスタイル•感覚に慣れるため 
じ 5 ゲ—ムを行った。まず、ハン 
ガリ ー のナショナルチームと、デ 
ブレ卫ツエン.ベ—ケシチャバの 
2巿で巧戦。ハンガリーも B 大会 
に出場するとあって、その出来上 
がり具合はよく、大壁でスピード 
があり、あたりまえのことではあ 
るが、全員がどのよぅなが况の中 
ででむ、動きの中でキャッチング 
をしているため、攻撃展開がフリ 
1スローな外で止まることがなく、 
かつ、コンビではないが、得点チ 
ャンスを粗っているのが、強いチ 
1ムと印象づけられた。とくじ、 
サイドプレイヤ I のインへのから 
をりで DF をくずし、ポストへの 
パスをいかしてくるプレーをみて、 
私の現役時代のソビエトチームを 
思い出し、そのかわらぬ有効性を 
感じずにはおれなかった。 

この2試合から、サイドプレイ 
ヤ！ が DF におし み げられたとき、 
DF をぬく方法と、から走りで D 
F を崩して、得点チャンスにつな 
げるプレーを身につけることかで 
きた。 

オーストリアナショナルと2試 
合、ジュニアと1試合。1試を目 
の 1 — 213 的 DF にがし、攻め 
ることができない。前半8巧 ST 
ミス*パスカットから得点され、 


浮き足立ってしまって、何をして 
いいのかわからない。足も止まっ 
てしまって、攻撃に連続性がない。 
DF 間が広いから、から走リやポ 
ストで展開すればいいのだが、時 
すでにおそく W — 挪で完敗。いろ 
いろな DF シフトへの 巧応が遅す 
ぎる。そして、パスアンドランで 
ボールをつなぐ こと や、走る こと 
で DF が崩せる という 意識を もっ 
ともっともた せるべき であった。 

これらのゲ I ムから、学んたこ 
とは、いかなる DF. OF に巧し 
ても、即座にが応できる組織力を 
養成しなくては、いつも数ゲ I ム 
を消化してからでな いと 勝つゲ！ 
ムができない。やはり、国際ゲー 
ムの不足を感じずにはおれない。 
見えない敵を想定しての練習も、 
所證、想像の域をこえない。現実 
は違う。 

n 月巧日、リトアニア、ビルニ 
卫ス空港到着、小雨。寒い到着口 
ビーは、荷物をとる部屋だけ。出 
迎えは通訳のエリ々(美人？)と 
世話役のギンタラス(通称ギンち 
ゃん)。ム配したホテルは一流の感 
じ。部屋も広く、湯も少し濁って 
はいるがでる。食事は每日同じ。ハ 
ターンだったが、特に問題はなか 

った。 

挑日、がィタリア戦、個人技. 
スピ I ドもさしてなく 楽勝。第 2 
戦、対 リトアニア。 参った。18 
〇訓の壁が立ちはだかる。ロング 
をうっても DF の手、 6 m ラィン 
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じさ がって、左右に動くだけの D 
F 、 なんとか突破口をひらこうと 
するが、プレ I は読まれ、フェィ 
ントも突っ込みもフリ スロ I に 
なるだけ。完敗である。そして、 

ム酷されたのは、明日からのチー 
ムが 同じ DF できたら どうしよう 
か、 ということである。 

やはりフランスは一線 DF だ。 
戦術はさずけたが、それが裏目に 
でた。 

選手がそれを意識しすぎて、身 
体が動いていない、最悪のすベリ 
だし、前半6が U 、 ハ I フタィム 
で、さずけた戦術を忘れ、今まで 
どうりの攻撃に戻す。後半、逆転 
のチャンスはあったが、2巧2で 
敗れる。一夜づけで、 どうなる も 
のではない。ただ、選手を惑わし 
ただけであった。大切なゲームだ 
ったのに、反省し きりで ある。 

対ブルガリア戦。巧が？：3で完敗。 
こんなはずじゃなかったのに。や 
はりが日の後遺症か？無責任だ 
が、もう、なにをしたらいいのか 
わかみない。 

最終戦、巧チ卫コ。順位は 5 位 
と決まったし、昨日までのチェコ 
をみていて、勝てるとは思えない。 
開き直って思い切りよくやろう。 

チェコには油断があったのだろ 
う。それに加えて、日本がよかっ 
た。昨日までと同じチ—ムとは思 
えないほど、伸び伸びと思い切り 
がよく、リズムにものり、のが別 
で逆転勝ちをした。感激、感動の 


滕利だった。 

4 日、パネジェスへ移動。 9 • 
S 化決定戦。 5 日、が化朝鮮戦。 
極東大会の借りを返したい。しか 
し、巧茲でフランス戦同様1点 
に泣く結果となった。北朝鮮の巧 
一二にわたる GK 顔面へのシユ—卜 
には、大きな憤りと反感を、私だ 
けでなく、関係役員•観客も抱い 
たに違いない。 

目標の 3 位には、ほどとおい結 
果となったが、を日程を終了し、 

じ 月 8日帰国。この 遠征と 大会に 

参加して、ヨーロッパのハンドボ 
I ルを肌で感じることができた。 
そして何度もいぅが、全日本は海 
外へたくさんでて、たくさんの経 
験をつまなければいけない。選手 
はフ卫イントカ . 111 の DF 力 
•瞬発力.判斷力そして『何がな 
んでも、1点をとってやる•ずる 
んだ』といぅ執念を身に付けるこ 
とを、普段の練習のなかでやらな 
ければいけない。 

期間中、選手のコンディション 
づくりに(、心身共に)細心の注意 
をはらっていただいた。そして公 
私とも、よく動かれたド クター 高 
橋、緒方監督•伊藤コ I チそして、 
選手たちから、多くのことを教え 
られたことじ*感謝したい。 


K クタ— 

_高橋，義雄 

はじめじ 

リトアニアは第2次世界大戦下 


ドイツナチスのユダヤ人大虐殺時 
に、日本の杉原大使が、1人のリ 
トアニア人にビザを大使の意志で 
発給し、その事実をを世界に知ら 
しめ得た こと、 大戦後閉鎖的杜会 
にあり 日本人を見る ことがなかつ 
たことなどから、をく の リトア ニ 
ア人は日本に好意的であった。 

一ち、選手諸君は直前合宿など 
で小侯ちが左手指捻挫をしていた 
ぐらいで全体としては快調であっ 
た。また、食事は日本で自分が常 
時食しているセブンイレブンの弁 
当などに比し、栄養も量も充分す 
ぎ、スタッフも 選手も喜んでいた。 
I 、ヮ I ルドカップ 経過 

n 巧？ S 日 (イタリア 戦)を前に 
小侯君は指のテ—ピングをし、お 
労ぎみないしはやや風邪ぎみの村 
山、松田若は点滴などを巧い、巧 
をの体制で試合に臨んだ。予想な 
上に相手の力は弱く、圧勝で疲労 
も残らず快調な スタ r 卜であった。 

U 巧日(リトアニア戦)は相 
手が極めて大きく(人種特異性)、 
圧倒的な応援もあり、その中で戦 
い、完敗であった。この日はド— 
ピングがあり、貴田君が選出され 
行った。充分の尿採取が出来ず、 
リトアニアの選手も同様であった 
ため、ド^ —ピングドクター、ナ I 
スも含め6人で約が本のビ—ルを 
あけ、一種のパ I テイ—となり(シ 
ヤンパンももって きた)、 和気あい 
あいの中で終了した。 

U 月抓日(フランス戦)は勝て 


ると 考えていたので、小侯、ハか本 
君らのテ！ ピン グなど、各選手に 
穗々の対処を巧い万全の体制で臨 
んだ。結果は1点差で敗れた。充 
分に勝ち得る相手であり、こぅち 
ゃく状態になった時、それに耐え、 
打ち破る目的意識を主と した 精神 
強化が必要と思われた。 この 一敗 
は後の順位決定にひびき、今後の 
日本女子ハンドの方向性に影響を 
みえたかもしれない。 

じ巧1日(化養日)は練習と市 
内観光であった。私は個人的に1 
8 8 〇年台に開院された Vilnius 大 
学付属小児病院に行かせてもらい、 
私の得意な中枢神経障害巧の討論 
となり有意義であった。 

じ巧2日(ブルガリア戦)、西君 
が出場す るため局 麻を巧った。 試 
合中に谷本、西が君が負傷し、小 
侯君は自前の負けん気と点がはい 
らないいらだちから腹痛を生じた。 

。月3日(チェコ戦)、選手に自 
己評価表を記入してもらい、マィ 

ンド n ン トロ I ル、 ィメ1 ジ トレ 
I ニングのかけとした。少しは落 
ち着いた気持ちでやれたのか、フ 
ッ きれた のか、2点差でチェコ じ 
勝った。その結果、 4 位でフラン 
スと 同率でならび、更に組織委員 
会の不手際もあり、最終順位決定 
がなかなかきまらず、夜おそくま 
での組織委との交渉など、 スタ ッ 
フのおれた日であった。 

じ巧 4 日(移動日ないし休萎日) 
リトアニア側の不手際から、スケ 


ジユールが安定せず、集中力がな 
くなってきた。 

^ 巧 5 日(北朝鮮戦)、村山君は 
顔面に 3 度もボ—ルを巧ちつけら 
れ、視力が落も、スポーッといえ 
ない腹立たしいゲームであった。 
極めて危険な行為であり、チ—ム 
ドクタ—として試を中止とさせる 
べきだったと思う。1点差で最後 
まで甘ったが、何ものこらない、 
試合であった。この化朝鮮戦のた 
め、ィラダチを残して全日程が終 
了した。 

U 、 遠征中のかな、巧労、 

靖神状態 

今回、外傷、疲労などを認めた 
のはいずれむ活動量の多い、目的 
意識をより明確にもっていた選手 
であった。これらは約8名で他の 
8 名とほ ば半々であった。今大会 
は新生全日本女子第1回目の大き 
な国際大会として位置づけられる 
ものであり、その中で多くの未完 
成の選手諸君が、そうでない諸君 
の影響を (とリ わけ化朝鮮の中な 
どで)うけたものと思われ、今後 
の全日本が期待される。(ちなみに 
もつとスピ I ドとテクニックと戦 
略を身につけ復警戦を誓った。実 
現するとよ いが…。) 

阻、全日本チームの中じおける 
チ—ムドクタ—の位置づけ 

スポ ！ ツドクタ 1 ?の 目的は ① 
健康の中で スポ！ッを とらえ、普 
及度び健康を保持しながら スポ！ 
ッを巧えるように指導する。②ス 
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新しい時れを作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素がが求められます。 

潮こ新しし、な術で新しし、夢をかなえる 
素がをお届けしてきた日新製鋼。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつめてゆきます。 



^明日の素がをみつめる 

@曰新製麵 

まさ■が千け曲民力のめ； 


まをが干れ田区化の巧3 - 4 
(巧国おビル）巧 03-3 口 6-5511 干100 
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ポーツを科学的に分析し、その能 
力をよりひきだすべく研究をする。 
③スポ I ッ障害を適切に加療する、 
などじ別れる。 

このような なかで帯同 ドクタ I 
は、 さら じ、勝つための コン ディ 
ションづ くりが重要な仕事？ とな 
る。肉体のみならず、精神面の強 
化も必要で、 ドクタ1自身に人生 
観がなければできない ものと 思え 
た。 

このことから、ハンドボ' —ルな 
どの精神面の強化が必要なスポ— 
ツはお互いを知るために少なくと 
も4年間は同じスタッフでいくの 
が望ましい。諸外国もほぼ同様で、 
なじみのドクターないしは理学據 
法壬がをい。外傷や疾患は現地で 
のが応も可能で、むしろ帯同スタ 
ッブは戦略の分析、選手の精神、 
肉体西の維持強化が重要な任務で 
あろう。このような流れを選手た 
ちが充分知っていれば、もしドク 
夕 I がついていかなくても、選手 
たちは自己管理の大切さをむしろ 
学ぶであろう……。 

ぉわりじ 

自分は多くの障害化、その両親 
を診、彼らが健常人？(健常人で 
もおかしな人はたくさんいるので 
?とした。)になるべくための赤裸 
々な巧力、熱意という姿をみてき 
ている。そこじは科学ではなく、 
熱意という非科学を中んとして科 
学を利用するという姿勢がつらぬ 
かれている。を日本女子ハンドボ 


I ルチームも諸外国の圧倒的強さ 
の打破といぅ非現実的問題？にが 
し、強い目的意瓣をもって種々の 

経験を重わて現実にしてもらいた 

、〇 

レ 

それらは十でじ始まっており、 
北朝鮮戦をはじめ結果は不満足で 
あったが、少しでも多くのものを 
得ようと し、 勝つことにつなげよ 
うとしている。そして、最後にこ 
のことを 通して、私に さらなる 熱 
意と 挑戦という感動をみえてくれ、 
今後の私の生活じ影響をみえたこ 
とを 報告 するとと もに感謝す る。 
今後選手諸君が さらに 人間として 
成長し、多くの人々 じ 生き方をお 
しえて くれることを 期待す る：： V 。 
1人の人間として、今全日本ハン 
ドボ I ル女子チー ムは 楽しみな チ 
I ムであった。 

(北海道立小児科総合保健センタ 
I 脳神経外科) 


羣 

广 村山みどり 

平成4年4巧に新しいを日本女 
子チ？ムが結成され、 3回の強化 
合宿と2回の園際試合を経験して 
きました 。とりわけ、今回 リトア 
ニアで行われた世界選手権 B グル 
—プは、この チ！ ムになって巧め 
てのョ I ロッパ勢との巧決でした。 

直前合宿では、ョ— ロッパ勢の 
高さとパワーに負けないよう真ん 
中4人のデイフ卫ンスの強化を図 
つたり、相手の高い壁の間からシ 


ユ ー トを姐えるよぅな練習を積ん 
でいきました。しかし、最初じ訪 
れたハンヴリーでのナショナルチ 
1ムとのが戦で、日本で練習して 
きたことが全く通用しないことが 
わかりました。高さやパワーは巧 
論、スピ—ドにおいてもハンヴリ 
—ナショナルチームの方が格段に 
上でした。 

次に訪れたオーストリアでのナ 
ショナルチ I ムとの巧戦も、1戦 
目はハンガリ}とは一味違ったサ 
イドやポストとの絡みを使った攻 
撃にディフ卫ンスが崩され大差で 
負けてしまいました。しかし、2 
戦目では、 やっと 相手のパワ I や 
高さに慣れてきたのか、ディフェ 
ンスの動きが非常に良く、キー。ハ 
I とのコンビも合い、負けはした 
ものの納得できるゲーム展開かで 
きたよぅに思いました。 

大舍では、日本は A グループで、 
イタリア、リトアニア、フランス、 
ブルガリア、チェコスロバキアと 
同じ組でした。この中でブルダリ 
アとチェコスロバキアは、 3 年前 
の同じくこの大会で、フランスと 
は平成2年度のジャパンヵップで 
巧戦したことがあ りました が、 メ 
ンバーのほとんどが一新されてい 
ました。日本としても前回の大会 
を経験したのは、私と松田さんと 
比嘉さんの 3 人だけなので、ほと 
んど経験がないといっていいでし 
よ、つ0 

試合は、 A グル！プの方は首都 


であるビルユニスで巧われました。 
まず U 巧が日にイタリアと試合を 
しました。初戦にしては好調な立 
ち上がりで、日本の持ち味である 
スピ I ド溢れるゲ t ム展開ができ、 
訂巧けと快勝することかできまし 
た。 

続く2戦目は地元リトアニアで 
した。この試合では、まず会場の 
異様さに飲まれてしまいました。 
観客たちの手巧子と床を巧ち鳴ら 
す足踏みに審判の笛も全く聞こえ 
ない状態で、そのうえリトアニア 
が6 m ライン上にピタリとへばリ 
ついたディフ卫ンスを引いた為、 
高い壁じ攻撃を阻まれてしまい、 
ミスかんの逆速攻で前半終了時点 
で22巧8と大きく引き離されてし 
まいました。 

後半は、少しでも得点しようと 
マイボールになってからの速い攻 
撃を試みましたが、.リトアニアの 
スピ—ドの巧が一枚も二枚も上手 
で、結局 W が？3という大差で試合 
を終えました。 

この試合で得たことは、欄手の 
ディフ卫ンスラインが下がったが 
態で全くピストンをしないディフ 
エンスを引かれると体格で絶が的 
に劣る日本としては、ロングシユ 
1卜では勝負できないし、かとい 
ってポストやサイドでのな擊も相 
手の腕の中で泳いでいるようなも 
ので容易にシユートまで巧たせて 
もらえないどいうことです。 

案の{お、3戦目のフランスはリ 
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トアニアと同様なデイフェンスを 
引いた為、前半は全く攻めきれず 
U 巧6で巧り返しました。下がっ 
たデイフ卫ンスを予想した攻撃も 
付け焼き刃では通用する訳もなく、 
相手を波に乗せるだけでした。後 
半は日本らしい攻撃もできました 
が、前半の 5 点差が尾を引き対 
22と悔しい結果に終ってしまいま 
した。 4 戰目のブルガリアもフラ 
ンス戦と同様なゲーム展開に終り、 
大差で敗れてしまいました。予選 
り！グ最後のチェコスロバキア戦 
じは勝ったものの、 A グル I プの 
日位に終り、順位決定戦で化朝鮮 
とあたることになリました。 

北朝鮮には 9 巧に行われた極東 
大会で指得点も取られ、日本のデ 
イフェンスの甘さを考えさせられ 
ました。その点を考え、エ I スの 
ホ•ミ ョン スクにスタ1卜からマ 
ンツーマンデイフェンスをかける 
といぅ 作戦で臨みました。前半は、 
両者共に堅さが見られましたが、 
北朝鮮側のミスが目立ち、日本が 
2点先行して後半に入りました。 
後半は、日本がまだ堅さが とれず、 
攻撃でのミスが目立つのにがして 
化朝鮮は、デイフ卫ンスで徐々に 
調子を取り戻していきました。巧 
がから逆速攻などで I 挙に連続 
' 6得点を許してしまい、巧対 S と化 
朝鮮に 3 点の リー ドを奪われてし 
よいました。その後も要所要所で 
H 本のミスが目立ち、結局の巧 U 
と楼 半は 7 点し かとれ ない という 


惨めな結果で終わりました。試合 
前のミーティングで、さんざん化 
戟鮮の凄じい気迫や、ボールにが 
する執着んに負けないようにしよ 
うと話し合った ことが 試合に全く 
生かされていませんでした。 

今大会では、ョーロッパの国々 
とどのような戦い方をしなければ 
ならないかという点でおおいに考 
えさせられました。身体的な面で 
不利な上に、スピードでも勝つこ 
とができず、ディフ卫ンスも相手 
のパワーに押し切られてしまいま 
.す。日本は韓国のように鋭いフェ 
イン トや。ハスワ I クかあるわけで 
もないし、中国のようじ高さや。ハ 
ワーで互角に戦えるわけでもあり 
ません。このような現がで勝機を 
見い出すとしたら、とにかく前キ 
は何としてでも食らいついていき、 
攻撃面ではボ—ルを長くキープし、 
ミスを最少限にとどめる巧力をす 
れば、チェコスロバキア戦のよう 
に良い結をも生みだせると思いま 
す。 

ただ、私たちの当面の目標は、 
次のアジア選手権であ〇、 2年後 
のアジア大会だということです。 
韓国、中国、化朝鮮に巧してどう 
いう戦いちをしていかなければな 
らないかを考えることが最優先で 
しょう 0 

これからは、限られた強化合宿 
の中でいかにしてな撃やデイフ王 
ンスの コン ビネ—シ ヨンを より確 
実なものにしていくか、精神的な 


面をどのようにして鍛えていくか 
が、私たちの最大の課題で あると 
思います。 

選手 

_山岸理津子 

私む含め全日本初参加者が多か 
ったこともあり、世界 B グルー プ 
選手権のステップ として 臨んだ極 
東大会の結果もいま一つ。その後 
の合宿 もままならないが 態で臨ん 
だ今大会、不安がなかったわけで 
はありませんでした。 

各チ1ムでは別とし全日本チ 
—ムとして ヨー ロッパ勢と巧戦す 
るのは初めてという人が多い中、 
大型チームでない私たちと ヨ！ 口 
ッパ勢との体格の差は歴然として 
います。いったいどうしたら守れ 
るのか、攻められるのか、考えて 
いてもらちがあきません。 

大会直前の遠征でハンガリー、 
オースト リアのナショナルチ—ム 
と試合することができ、日本で今 
まで練留して来た中で、実戦で通 
用する作戦、しない作戦が見えて 
来たとともじ新たにいくつかの作 
戦を加えることができました。 

こうして、開催地•リトアニア 
に入りました。ホテルの状態、食 
料、気候、どれも前もって聞いて 
いたものよりは良く、一安んとい 
つたところでした。 

午前中、1時間くらいずつ各チ 
—ムじ練習時間が与えられ、調整 
する こと もできました。体育館の 


方は、2 m 四方の正方形の板をい 
くつもつなぎ合わせぺンネ^^^っ 
たもので、あまり良いが態ではあ 
りませんでしたが、下が空洞にな 
っていたせいか、ボ—ルの跳わ具 
合、足じがしての衝撃、ストップ 
は、さほど悪いというほどではあ 
リませんでした。 

大会では、二つのグル1プに分 
かれ、日本はイタリア、リトアニ 
ア、フランス、ブルガリア、チェ 
コスロバキアと同じ組でした。 

第1戦目は、がイタリア。初戦 
ということもあり多少の緊張はあ 
ったものの、本来どうりの自分た 
ちのプレ！である"スピード"を 
もったプレ I ができ、快勝する こ 
とがで きました。 

リトアニア戦では、地亢という 
こともあリ会場の観客も敵に回し 
ての試合でした。 

ベンチの指示はもちろん、選手 
の間でも声が聞こえないが態の中 
で6 m ライン上に壁のようにディ 
フェンスを引かれ、ロングを巧て 
ばヵットされ逆速攻、ミスも出で 
しまい前後半を通し大差で負けて 
しまいました。 

フランス戦では、前の日リトア 
ニアに引かれたディフェンスのこ 
とを考え、いくつか作戦を考えた 
のですが、それが逆におじこだわ 
りすぎという消極的な結果を招い 
てしまい、前半、思わぬ大差で負 
けていましたが、後半に入り、フ 
リー なな撃で攻め、2点差までつ 






Power & Intelligence で 
ゆたかな活力あみれる 
化陸を 
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め寄ることができました。この後、 
この1点差が大きく尾を引く結果 
となり、1点がどれだけ重いか思 
いしらされました。 

ブルザリア戦も他と同様、下が 
ったディフェンスを引かれ、攻撃 
されては、前日じチェックしてい 
たはずのプレーで得点されるとい 
、っ 結果になってしまいました。 

予選最終戦、チ卫コスロバネア 
とでしたが、気持ち的じ楽だった 
せいもあリ、勝利でしめくくるこ 
とがで きました が、フランスとの 
得失点差で5位と なりました。 

9 • W 位の順位決定戰では、化 
i とでした。北朝鮮には、極東 
大会で負けていたためなんとして 
も勝つ、そういう気持ちで臨んだ 
試ん口でした。前半、 GK 村山の好 
ずもあり、2点りードしていまし 
たが、後半に人リ、要所でミスが 
山山始《そのミスを逆速攻につな 
がれてしまいました。 

その後、盛り返し1点差まで詰 
めましたが、結局負けてしまいま 
した。 

今大会、1点差で泣く試合が2 
試合 もありまし たが、どちらの試 
合も要所でのミスが目立ち、どこ 
かで一本なかったら、 もしくは、 

1点取っていればというものがあ 
リました。 

フランス戦の i 刖キ、化朝鮮の後 
キはじめのよ、つに消極的じなつ 
た時ほどミスは出るものです。今 
お、一人一人がいかに強気で攻撃 


できるかというのも一つの課題だ 
と思うとともに、体格的に差のあ 
る者じかしど、っ攻めるか、ずるか 
とい、っのも閒題じなつてくると思 
います。 

ホのアジア大会じ向け、スピ— 
ドのある、韓国、北朝鮮、体格の 
大きい中国、この国じどう勝負す 
るか。この大会で見、之たいくつか 
の問題点である。ハワー的なもの、 
精神的なものをいかに克服できる 
かが、今後の課題になると思いま 
す。 


濯手 

_+!師基子‘ 

全日本初参加といぅことで、多 
少すをな点はありましたが、ヨ— 
ロッパなどの大きな外国人相手に 
試ん 口をすることは 巧めてではない 
ので、それなりの巧她方法はわか 
っているつもりでした。 

ハンヴリーでの初戦の練習ゲ I 
ムでは、私たちナショナルチ！ム 
が出さなければいけない速攻を逆 
じやられてしまい、戸惑いや不安 
などでたくさんの反省ばかりが出 
てしまいました。 

たた相手が大きいからとかハ 
ワーが違いすぎるからとかで負け 
たとは思っていませんが、やはり 
まだ怖さがあって、自分の持ち味 
であるスピ—ドプレ 1 やフェイン 
卜が出し切れなかったことがとて 
も残念でした。 

ォ I スト リアでの練習ゲ—ムは' 


ハンガリ—の時よりもディフェン 
スも 良く、攻撃 もスピ I ドにのっ 
てそれなりに 得点し、いいゲーム 
がで きたと 思いますが、 ミスのを 
さは あまりを わらない ような気 か 
しました。 

現地にホてからの反省点が多す 
ぎて、 新しく 考えたフォ ーメーシ 
ョンやディフェンス方法、メンバ 
I の変化などで戸惑う場面がいく 
つか ありまし たが、 イメ I ジ トレ 
!ニングや話し合いで気持ちを高 
めていきました。 ’ 

試合前のアップ時間も短時間な 
ので、自分自身で身体を動かせる 
状態にもっていくことも結構難し 
かったです。 

リトアニアに現地入りし、本大 
会最初の試合(イタリア戦)とい 
うことでみんな気合いも入り、危 
なげなく全日本の圧勝じ終わりま 
した。 

次からの試合もその調子でスム 
I ズじ展開できれば問題ないので 
すが、やはり世界の壁は高く厚い 
もので、簡単じ勝たせてくれませ 
んでした。 

結局 A グル—プ5位という結果 
じ終わり、目標であった決勝り一 
グには出られませんでしたが、本 
大会を終えいろいろな反省点、こ 
れからの課題を教えてくれたと思 
います。 

6試合を終えて、全体を通して 
言えることは、前半の得点力が低 
すぎると思いました。據てると思 


っていたフランスに前半6点しか 
取れず、後半の追い上げもいま I 
ホ及ばず1点差で負けてしまいま 
した。他の試合を振り返っても、 
前半に点差が開きすぎて、後半、 
苦しいゲ1ム展開になっていまし 
た。 

セットでの攻撃力が弱いため、 
速攻をつぶされるとミスが目立も 
逆速攻にもっていかれるヶ I スが 
多すぎたと思います。 

スピ！ドは他国と比べてもさほ 
ど劣ってはいませんでしたが、や 
はり高さと。ハワーの違いじついて 
いけなかったょぅに思いました。 

ディフ卫ンス練習を強化してい 
たけど、つめのあまさ、ポストの 
霞き方がまだまだ不十分だったと 
思います。ディフェンスが良けれ 
ば得点に結びついていたことは事 
実で、予選リ—グ最終戦のチ卫コ 
戦では、得点は低かったものの、 
粘リ強いずりで相手の攻撃を封じ、 
2点差で勝ちました。"やればでき 
る。と自信はつきましたが、最巧 
の試合からこの粘リを出せなかっ 
たことが一番残念です。 

日本では通用していた々ットイ 
ンプレ—やフ王イントも全くとい 
っていいほど効かず、自分自身落 
ち込んだ面もありましたが、これ 
からの課題として頑張って行きた 
いと思います。 

結果的には W 位に終わりました 
が、いい体験ができて良かったと 
思いました。 
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オランダ•八—レム•八ンドボール•ウイ—クに參加して 


団長須藤健児 


略祿名 H オランダ •カップと 言 
い、各国のナショナル.クラスの 
チ{ムか参加する。 

參加国=日本、オランダ、ベル 
ギ1、スイス、才 I ストリア、ノ 
ルウエーの6か国。 

期間 HU 巧の日、夜、品川プリ 
ンスホテルじ全員集合。じ月1日、 
W 時、成田空港で全員けがなく無 
事解散する。 

人員り面長1、監督1、コ^ —チ 
2、ただし独国留学中の田 ロコ！ 
チは現地で合流。医師1、計5名 
のスタッフ。選手は！2名。 

宿舎 U ハーレム市郊外、モーテ 
ル•ァ—々スロット。広大な敷地、 
肖然の美しい郊外の村といった感 
じで、畑や牧場や用水路じ囲まれ 
ている。モーテルと言っても、木 
調とレンガ作りの重厚な感じのす 
る木造二一階建てのホテルであり、 
暖房もょくきいた快適な住居であ 

る。広さも日本と比べてかなり広 
>0 
レ 

試合場、練習場 U いずれも似た 
リ寄ったりの体育館で大体育館で 
はなく、観客との距離も接近して 
いて、親しみやすい雰囲気をかも 
し出している。天井もそんなに高 
くなく、暖房も適度にきいており 
化適である。 

対戟結果は左の通りである。 

U 巧の日、 U 時 W 分、デン•ヘル 


ダー町にて☆練習試合 
がオランダ 
U 巧な日、 K 時 W 分、 

がノルゥエ—化— 

U 月が日、 W 時 W 分、 

巧スィス 

U 巧 W 日、別時 W 分、 

が才—ストリア班 1 WX 
U 月？ S 日、 W 時、 

がオランダ ^—^0 
U 巧 gj 日、 U 時抓分、 

巧べルギ— 巧 A 

1勝1分三敗、参加6か国中4 
化である。 

試合感お==試合運び、戦法戦略、 
戦績結果等に関しては監督、コ I 
チの領域であるので論評は差し擅 
えたい。しかし、外国ナショナル 
クラスの選手は、 2 の、 1.*9 のの 
身長で、肩巾や胸巾の厚い大留選 
手を相手に、防禦面では体を張つ 
て、とめる、当たる、激しさ、逞 
しさがないとけがをさせられる。 
攻撃面では素早い腕の振り、しな 
る、たわむよぅな腕の振りのシユ 
i 卜が要求される。高い巧点での 
シユート、パワ I だけのシユート 
ではもたないのではないか。そん 
な状'況のなかで、今大会の MVP 
賞を獲得したのは日本の末岡政広 
選手で、彼は1 ♦ W m 、 峰であ 
る。 

人物寸評 U 蒲生監督-ハンドボ 


!ルに巧する哲学、理念を持ち、 
寸分の隙にも厳しい注文をかける。 
強烈なリ I ダーシップじ富む逸が 
である。関コーチ：万事控え目で 
地味な存在であるが、実によく監 
督を支え王佐么才に富む。選手を 
見詰める観察眼は鋭く、その一言 
に重味がある。田ロコーチ"ハン 
ドボ I ルの化園と言われる独国に 
留学するだけあってなかなかの理 
論家。時がり口から出る独国語に 
もその片鱗が伺われる。大場医師 
:膝関節等、下肢の関節を専門と 
する整形外科医である。ドクター 
が遠征に付添ってくれるだけで選 
手はどれだけをム感を持っただろ 
うか。選手の兄貴分的存在として 
彼らの相談に快くあじていたのが 
印象的である。 

大会運営 =開閉会式、監督主将 
会議、レセプション等々、一口で 
言えば質素で、簡単で実に素早く 
1時間が内で終了する。日本も見 
習う点が あるよう に思う。しかし、 
その中にあって、日本のハンドボ 
1ルを参加国に強く印象づけたこ 
とは見逃せない事実である。 

生活面 =添乘員も日本語通訳も 
いない中で蒲生監督の国際経験豊 
かな中で、我々一巧は何ひとつ不 
自由なく生活できた。試合の合い 
間に、半日、アムステルダム首都 
を見学できたのも、ス I パーマ I 
ケットに生活品を買いに行けたの 
も監督コーチの配慮である。御 
陰で市民生活の一端を垣間見るこ 


とができた e 

最後 U 出発の朝は、中が専務理 
事の激励と見送りををけ、橘国の 
朝は、植村常務理事の慰労と出迎 


1、 はじめじ 

今回の遠征に出発するにあたり、 
日本協会関係の皆様•备選手所属 
の関係の乃々には、大変なご支援 
•ご協力•ご厚情をいただき まし 
て、誠にありがとぅございました。 
選手達も遠征の回を重ねるごとに 
成果を出し、その成長は顕著であ 
ります。每回のことではあります 
が、15下簡単に遠征の報告をいた 
します 

2、 今回の目的ぉょび現状等じつ 
ぃて 

HAA 民し巨 MES 巨 HAN 

DBALL week は、毎年 U 
月に実施され、今年で回を重わる 
こと 8回に なり、ヨ— ロ ッパじお 
いても、注目され る卜！ ナメント 
になつている。日本としては、3 
年前に巧参加したが、出場各国に 
がして内容のあるゲ1ムを展開し 
善戦した経験があった。また、本 
年3月には世界選手権大会 B グル 
1プの直前 トレ！ ニングとして才 
ランダナショナルチ I ムと3ゲ I 
ムをさせていただいたが、 全くと 
言っていいほど歯が立たず大敗し 
た。けれども、そう言った意味で 
は、オランダにはいろいろと世話 


えを受け、協会あげての支援に深 
く感謝申し上げて、この報告を擱 
筆する。選手諸君/帰途、飛一竹機 
での課題作文御苦労様。 


になっており、今回も前回•前々 
回同様歓迎ををけ、満足のいく環 
境でゲームができた。いろいろな 
意味で、オランダには感謝すると 
ころである。 

ところで、我か全日本チームは、 
この歯が立たなかったオランダを 
当面の夕 I ゲットじトレ I ニング 
してきたわけだが、今回そのチヤ 
ンスがきたことは大変に嬉しく- 
また、 チー ムの成長を計るぅえで 
大変に意味のある大会であった。 
また、今回は時差巧策として大会 
の5日前に入国_ i トレ I ニング 
を実施してからゲームに持ってい 
くことをテスト的に実施した。い 
ずれにしても、大会に参加して、 
勝負をすることが今回の目的であ 

った。 

3、 ダ—ム結黒 

別表参照 

4、 成果•内容等じついて 

W 時差が策について 
海外遠征の場合、通常は現地到 
着のホの日にゲ I ムが組まれてい 
る ことが 多く、結果として、満足 
が行かないまま日程が過ぎる こと 
が あった。 今回はゲ！ム5 日 前に 
現地じ入〇、短時間ハードトレ I 


監督蒲生晴明 
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HAARLEMES HANDBALL WEEK 1992 RESULT オランダ遠征成績 
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第 2 試合 
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勝敗表 

FhAARLEMES handball week 19犯最優秀選 

手末岡政広 1 



A U T 

NOR 

S U I 

J P N 

H 0 L 

BEL 

滕敗 

POINT 

得失,な差 

厢位 

AUT オーストリア 


024— 15 

•20 — 21 

027-22 

025-19 

022-19 

4が1巧 

8 

+ 22 

118- 96 

1 

NOR ノルウムー 

■ 15 — 24 

- 

027—16 

026—18 

022 —20 

021 — 17 

4巧1故 

8 

+ 16 

111—95 

2 

S U I スイス 

021 —20 

• 16-27 

、 
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028-21 

4操1故 

8 

+ 4 

121 — U 7 

3 

J PN 日本 
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、 --- 、 

017—15 

^19 — 19 

1度 3 PJC 1 み 

3 

—14 

102 — 116 

4 

H 0 L オランダ . 
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-- 

021—20 

1お4お 

2 

—13 

98-111 

5 

BEL ヘル ギー 

• 19 — 22 

■ 17 — 21 

• 21—28 

么 19 — 19 

•20 — 21 


3削々 

1 

—15 

96-111 

6 


ニングと充みな休養を取る ことを 
実施した。その結果、時差にょる 
コンディション調整は、良好でま 
ずまずであった。ゲ^~ムについて 
も、時差からの影響と考えられる 
ものもなく、体調を崩すものはな 
かった。 

间成果•内容•課題について 

オランダに到着後4日目にオラ 
ンダナショナルチー ムとトレ I 二 
ングゲームを実施したが、前半の 
立上がりが惡く、と思わぬ 
アヘッドをしてし まつた。 これに 
ついては、3月の後遺症が残って 
いたょぅに思われる。後半に入り、 
選手達がぺ ー スをつかみ、そして、 
後半巧分には、途中8点差まで開 
かれていたこの差を1点差まで追 
い上げ勝負するところまできた。 
しかし、途中のアヘッドが大きず 
ぎ勝てなかった。 

ハ 1 レ ムス ハン ドボ！ ル ウィ I 

クは 、オランダに到着後6日目に 
始まったが、この頃には、チ！ ムと 
して充分にが戦できる準備が整っ 
ていた。初戦はノルウ卫1であっ 
たが、後半途中に2点差まで追い 
上げて、勝つチャンスは充分あっ 
たが、勝も越すためのエネルギ I 
が欠けていた。スイス.才—ストリ 
アについても同じケースで、前半 
スタートのゲーム運びについて、 
大きな課題が出てきた。けれども、 

後半になって、あそこまで追い上 
げができるようになったことは、 
評価していいと思う。今後は、試合 


前の準備と、試合を通しでムラを 
なくしていくことか大切であると 
考ぇる。 

4日目にオランダと巧戦。トレ 
1ニングゲームでは、惜敗をして 
いるので、選手達も気合いの入っ 
ている様子が良くわかった。ゲ1 
ムがはじまり、ディフェンスから 
の速攻が出てスタートからリード。 
途中連続得点され、前半は2点差 
でリ！ドを許した。後半じ入り、4 
連続得点で2点のリ I ドをしたが、 
この間 GK 橋本の堅守とディフ王 
ンスの頑張りでオランダを U 分間 
撫得点じ抑さぇた。勝負所でのこ 
のディフェンスが成功し、そのま 
まオランダに勝つことができた。 
次の日のゲ—ムは、ベルギ I であ 
ったが、着実に成長をしているチ 
I ムで、各圃とも敗れてはいるも 
のの良い内容であった。日本とし 
てむ、侮れない相手である。結果と 
して、引分けじなったわけだが、後 
半から追い上げての引分け 
であり、内容的には、満足のいく 
ものではなかった。 

今回は、連日ゲームがあリ、精 
神的なスタミナと肉体的なスタミ 
ナの両方をコントロ1ルしなけれ 
ばならなかったが、両面について、 
まだまだ不十分であることが判明 
した。 

逆に言えることは、スタミナの 
面を強化することにより、充分勝 
負できることが巧能になる と言う 
ことで、今後各選手の日々の鍛練 


•努力に期待したい。 

大会の最終日に、表彰式があっ 
たが、最優秀選手に未岡政広選手 
が選ばれた。世界でも A ランクの 
チ I ムになる国とが戦し、選ばれ 
たことは、本人にとっても日本に 
とっても感激である。大会期間中 
のホ岡政広選手は、縦横無尽にプ 
レーをし、そのスピード&テクニ 

ックは、各国の監督•大会関係者 
に驚異を与えた。ましてや、彼等 

の投票で選ばれたことが大変嬉し 

^ 0 
レ 

5、おわりじ 

今回は、高校体育递盟の須藤部 
長先生に団長としていっていただ 
き、「ゲ—ムに臨むん得や全日本選 
手としでいかに あるべきか」 など 
ご教授を受けて、我々も身に染み 
る 思いでした。我々には、常に勝 
つことがずめられ、「そのためには 
いろいろな面から、特に内面から 
の強化が大切で ある」 と言ぅこと 
を、先生から教えていただき まし 
た。 

このことを今後の強化に生かし 
て行き、日本のハンドボ1ルファン 
に愛され、可愛がられる選手、強 
く逞しい選手を育てていくことが 
最終的には、アジア^1じなる道 
だと確認しました。 

本年度は S ? 年3巧まで全日本活 
動は、一休みになりますが、各選 

手の今後の精進を期待し、また、 
関係ち々の益々のご支援ご教授を 
お願いして報告とします。 


一 15— 









































くらし、ひろげるジゎス3のカード 


ファッションカ、ら食品 

サインひとつでゎ買慨 

ご入を手続きも簡単です。 

わな隨にわ中込み 
ください。 



おまをいもいろいろ 

•月々のわを仏ぃがラクな 

リボルビング託い 

•手をおなしのわトクな 

一回もい 

■わホめはぃま、わま化ぃは 

ボーナス ー IS 技い 

、わ中し込み、わが H 、 なせは、ジャスコ巧巧 
サービスカウンター义は、版ぶ线じわたず 
むくださぃ。 


SJ 

ジわスコ 
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平が4年度富 が宮巧男子巧回•女子巧回全曰本学生塞手権大を 

大体大(男子】、曰体大安まに栄冠 


全日本学生ハンドボール選手権 
大会は U 月 W 日ょりけ日までの6 
日間じわたりが山市総合コミユニ 
ティセンタ—及び愛媛県総合運動 
公園体育館において、男子拍大学 
•女子 S 大学が参加し、予選卜— 
ナメント•準決勝リ—グ•順位決 
定戦巧式で行われ、男子は大体大 
が5.年振り4度目、か子は日体大 
が2年振リ^回目のそれぞれ優勝 
を飾った。 

予選卜 I ナメントは組み合わ 
せの結果、男女共にシ I ド校が順 
普に勝ち上がるのではないかとの 
下馬評であったが、男子で、第2 
シ I ドの中加 口 大と第4シ I ドの中 
大が敗退といぅ波乱があった。女 
子は順当であった。 

中部大は、法大に先斤しながら、 
後半に入リシユ—トミスが目立ち、 
逆転負けを喫した。大教大は鈴が 
(桜台)の活耀で中大を破った勢 
いで名城大も連破して勝ち上がっ 
た。 

イン々レ四速覇をかけた日体大 
は、富本•小澤(共に世界学生代 
表•全日本)を擁して福岡大とが 
戦したが、秋季リーグ後キからの 
不振から立ち直れずに敗退した。 
この他、早大に善戦した雨館大、 


高橋(川口化)の好り！ドで國± 
大を追いつめた日大、筑波大に今 
ーホの処で交わされた桃山学大な 
どの健闢が目についた。 

準決勝リーグ初日の早大—大経 
大戦は、大教大が、が村(此化) 
.新人 田 中 (育英)で開始 W 分に 
は 7 I 3 とリー ドした が、^分じ 
平田(熊本巿商)のロングで追い 
ついた早大は、後半に入って岩本 
(熊本市商•世界学生代表•全日 
本)の日連続得点などで I 気に突 
き 放し、 最後は延命(早大学院) 

が決めて楽勝。 

法大—国±大戦は、国壬大が田 
中(横お商工)の巧技で先手を取 
ったが.、法大が前半の終了間際じ 
逆転、その後も加点し 9 点差まで 
巧ったが、2分から無得点が続き、 
その間木浪(青森商•世界学生代 
表)•小侯(上溝南)の 4 連続で 
追い上げる國壬大を破った。 

筑波大—福岡大戦は、福岡大が 
清水亮(久工大附)、米食(壞浦) 
の活躍で前半を同点でがり返した 
が、後半に入ると、筑波大が鎌田 
(天草•世界学生代表)•益崎(熊 
本市商)などの速続得点で優位に 
立ち、振りきった。 

2 日目の早大 I 国±大戟は、早 


大が開始早々に、平田.お島(明 
星)•岩本で連取し、 S 分には8 
— 2 とリー ドした。しかしの分過 
ぎから攻守両面で化ミスが目立ち、 
その間に、获本(大分電波)の速 
攻、小侯の回り込みで国止大に追 
い上げられた。後半は1点を争ぅ 
好ゲームとなり、このまま.では弓 
き分けかと思われた終了間際のセ 
ット崩れから、市原(桃山学院) 

がサイドから決めて辛勝。 

3日目の早大—法大戦は、法大 
が 春秋り！ グで早大に勝っており、 
W 年ぶりじ決勝戦へコマを進める 
か注目されたが、早大は堅実なプ 
レ ー で法大を下して、決勝戦へ進 
出した。 

筑波大—大体大戦は、筑波大が 
新人広政(下松エ•世界学生代表) 
の右が度のミドルで先制したが、 
大体大もすぐ村ヒ(化陽)で返し、 
その後も1点ずつを立に取り合ぅ 
展開で進み、前半は筑波大が U — 
U の1点リ I ドで終了した。 

後半じ入り筑波大が鎌田のミド 
ル、藤本(東邦)のカットインで 
iS 分には W — 化とりードして、ぺ 
—スに乗ったと思われたが、：2分、 

分、 S 分と退場者が続き、この 
間じ大体大が松原(育英•世界学 


生代表)、山内(岡崎城西)、森本 
(化陽•世界学生が表)などで多 
彩に攻め逆転、さらに山内のミド 
ル、松村(極)の速攻で突き放し 
て、決勝戦進出をみめた。なお、 
筑波大にとっては勝負どころも合 
わせ合計 W 名の退場者が出たこと 
は不運と いぅし かなかった。 

この結果、 3位決定戦は法大1 
筑波大、優勝決定戦は早大—大体 
大の組み合わせとなった。 

3位決定戦は、筑波大が開始^ 
秒に広政が決めてから9連続得点 
するなどして、その後も変わらぬ 
攻めで大勝した。 

決勝戦は、大体大が森本のミド 
ルで先行し すぐ 2 — 0 としたが、 
早大も五島•岩本で返して同点。 
その後も一進1退で経過、 W 分 W 
秒から平田の3遮続のロングと江 
口 (久工大附)のサィド上りのシ 
ユ I 卜で 3点差 としたか、 大体大 
も片山(桂)、松村などの速攻で追 
いつくなど前半はタィで終了。 
.後半の出だしは早大ぺースで進 
み8分じは K —じなったが、こ 
の直後に退場が出たことと岩本の 
ロング、五島のミドル、中既のポ 
ストの各シユートを大体大 GK 四 
方(化 陽)がを 捕して早大を W 分 
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干460を古尾巿中区錦 2-20-5 代表巧 052(203)5858 
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»を通巧幹線巧大巧巧からタクシーで1〇み 

大巧を遺からタクシーで如み(が悼离速）大巧巧から扇巧まで巧ホじみ 


別函館大 
化東海大 
の日ネ大 
班中部大 
の桃山学院大 
普本体育大 


早稲田大 S 
火阪経済太？5 
国 - H 館大の 
法政大巧 
筑波大^ 
福岡大の 


ンなどで日連がも点して指—^で 
優滕を手中にした。 

大会を振り返って見ると男子は 
地域格差がせばまっていることが 
強く感 b られた。 女子は、上位8 
校のレベルアップが顕著であり総 
合選手権での活躍の期待が持てた。 
なお、男女共に優秀選手と遜色の 
ない活躍を見せた好選手を本文に 
記載した。 


福岡大把 
大阪教育火 g 
名城大班 
順天堂大记 
大阪体育太が 
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5 — 

「^ム 

2 I 〇 
11 

2 1 
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W — 6- 

巧— 8- 

Y6 

巧—3 

で3 


口横震科大 
U 中央大 
5：;東北福祉火 
2：広島大 
6化海道大 


01回戦 


間無得点に抑ぇる間に、森本の 3 
点を含め 5 連続得点で逆転してそ 
のままの歎いを守り優勝した。 

スピ I ドのある多彩で何処から 
でも点の取れる大体大と、高さと 
パワフルな早大と持も味を出し合 
って好ゲ—ムを展開したが、サィ 
ド攻撃の幅の有無が明暗を分けた 
と言える。 

女子は、予選卜 I ナメントで、 

東日本学生1位の東女体大と関西 
リーグで武庫川か大に1点差で敗 
れた大体大戰が注目を集めたが、 

飯田(名短大附)の好リードで東 
女体大が、前半で勝負を決め、他 
のシード校と共に順当に勝ち上が 

った。 

準決勝リ I グで、 1 日目の筑波 
大！福岡大、2日目の東女体大— 
筑波大、 3 日目の日体大—武庫川 
’女大戦で見応ぇのある試合が展開 
された。 

筑波大 I 福岡大戦では、前半で 
W —5 と 大差を つけられた 福岡大 
が、富松(佐賀関)の活躍で後半 

巧分には 23— 化と1点差に追い上 
げ、筑波大をあわやといぅところ 

まで追んだが、勝負を捨てない粘 

りが光った。 

第1シ J ドの東か体大と筑波大 

戦は、接戦が予想されたが、東女 

体大にいつもの動きかなく、前半 
はタイであったが、後半は筑波大 

の大型新人小谷内《水海道一一)、稲 
ホ(宣真)が決めて主導権を握り、 

ずっては飯田の動きを封じて 


W で勝った。 ( 

日体大—武ホ大戦は、日体大が 
山田(東海か)のカットィン、桐 
を(仪成女)のステップなどでコ 
ンスタントに 加ぶし、前半をリ I 
ドしたが、後半は武女大が日体大 
の可剣萍(元中国代表)‘を早目の 
チェックで守りを 固め西村 (の 天 
王寺.全日本)のロングで追い上 
げてパ分には逆転、 S 分には大林 
(夙 W ) が決めて W として優 
位に立った。しかし、巧分過ぎか 
ら急に動きが鈍りな分、が分半に 
巧が決め1点差、武庫川ホ大じ退 
場が出た直後のの分 W 秒に、敗色 
濃かった日体大の望みをつなぐ巧 
のシユートが 決まり 同点。この 巧 
リ返しの武庫川女大の攻撃で巧の 
好ず備がチャ！ジの反則を誘い、 

山田が素早くポィントに立ち新井 
(國學院栃木)につないだ速攻で 
残り U 秒に勝ち越した。 

なお、残り少ない時閒の中で素 
早く処理し速攻じつなげた山田と、 
後がない時間のプレッシャーの中 

で落着いて決めた新井のプレーは 
賞賛じ値するむのであった。 

3 位決定戦は、関東の一角を食 

おぅとす る気迫の見られた武庫 川 

か大が、開始 5 分過ぎから終始先 

手を取って勝った。 

決勝戦は、日体大が開始が秒に 
桐をのステップで先制。その後も 

1点差で先巧する展開で、前半は 
5:^(ので日体大がリ！ドして折リ 

返しに入った。 


後半は、立ち上りに筑波大が稲 
ホ、野村 (一一 一井)で 3 連続点で逆 
転。 しかし 日体大 も；：； 分に稲次が 
退場時に福西(宣真)のポストか 
らの巧投で再逆転。その後、筑波 
大が西田(小松市み)のポストな 
どで追ったが、 K 分半に稲次で^ 
点目を取った後、日体大のゴール 
を割れず、その間に、福西のポス 
卜 、桐をのミドル、巧の々ッ トイ 


男子 


1回戦 


早稲田大 
函館大が 
東海大の 
大阪締済大の 
圃±館大？？ 
日本大；3 
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中部大 W 
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桃山学院襄 
日本体育大が 


8—n 
で9 

が一 8. 

6I 〇 

11 

.'3 io. 

1i IX 

6 〇 
1 1 

-3 — 2. 
1—1 

2ふ 

U — 7 

じ一 6 


で 4 

た i 8. 
5 〇 

IX IX 

8 0 . 

1—1 

の— 9 

-3! 〇‘ 

1 1 

で5 
お— 8. 

4 2 

211 

W — 7 

如—8 


W 近畿大 
K 中京大 
W 柬和大 
W 国際武道大 

損岡警大 
装都産業乂 
22同志杜大 
装化学院大 
化南山大 
W 新潟大 
化仏教大 


17 
































































女武 

子庫 

大川 

26 


ホ曰見か武見女武县 

5 まィま子 r 幸を子庫を 
大享寞大川莫大川勇 

28 24 29 24 22 30 

i 

口 

這 

決 

ホ 

戦 

f 

1214 

1 1 

171111131316101412101812 

1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 

、 1013,、14 9,'4 6,‘10 9,‘118, 、 911, 

21 

II 

大ホ 

子 

23 23 10 19 19 20 

靈；含 i 嘗妄嘗呈靈 

警子庫-馨吴妾吴妄馨 

男：大川吴 子 子み 


规巧モ 1 /j つ—^ぶテル 

〒化0るホ屋市中村区名が3 —14—1 
JR る古屋が表ち:閲より巧歩2み 
東洋ビル(東洋信託き良斤、日本餘空)隣 

巧052—已4 1—1 121 

FAX052-541-1140 



化見干■/ゴづンホテル 

〒4朗をぶ屋巿中区栄二了目2を26号 
地下铁伏見日齋出口け斗学お方面出口） 
徒歩2み(御園座東） 

巧 052—232— 1121 

FAX052—204— 0256 



大阪体育大お 

說波大％ 

火阪化育大^§ 

筑波大糾 

大股体宵大扔 


2福岡大 

東京かモ 
体育大 

^中京女大 


東京ホ子 




体育大 
筑波大^ 


-5 11, 
1 1 

4 — 〇 
1 1 

一で8, 
8 — 0 
1 1 


U 福岡大 
S 中京み大 


日本体育大？3 


01 


2 — 
T 7 


巧で0001401100020 
が藤田手田村田田前田次内平 
嫌前 を 
が斉小長西野飯東大お稲小藤 


筑波大 
7 


K 

G 


P 

F 


誠雛. 


が田田田萍を西井井原堀山上 
体保 剣 お 
巧久ぞ山可桐福新沖石小増村 
巧ず004465200001 


準決勝リーヴ日」組 


18— 































































































mi 


放課後の負けん気。 


が[課後になると、わたしのなかじねむっていた元気が目をさます。 

ボールをもつと、わたしのなかじか < していた勝ち気が スック と背すじをのばす。 
シュートをホめるとき、わたしのなかの負けん気がパチパチと ス ハ n - クする。 
わたしはこんな自々が大好きなのです。負けん気をありがとう、モルテン。 


嫌社 ,/ けみ molterf 

まま本社ままが塞田区巧川5下目 5-7 干130包 03-625-7581 ㈱ 
大阪 • を古度•福岡•広あ•化を•化がリノ USA •デュ’ rtJ ルドルフ W.G. 


第 W 回巧巧学生選手権大を報告 

中お重夫 


第？：3回世界学生ハンドボー ル 選 
手権大舍は、近年特に世情の関ム 
の高いロシアのぺテルブルグ(旧 
レニングラ—ド)で開催された。 
世界の目はロシア園巧の事情を見 
通してか、エントリーは巧か国、 
しかし参加は 7 か国 じと どまった。 
これじ参加する日本代表選手団は、 
去る2巧 6 日成田発 JAL 441 
便でモスクワへ、モスクワから夜 
巧寝台でペテルブルクへ向い、型 
朝同市駅着。成田からおょそ g 時 
間余の長い旅。学生たももロシア 
といぅホ知な、しかも数々の困難 
を予想された旅で ある だけじ、自 
かの目で世界を見る貴重な経験で 
あったと思ぅ。 

大会での成績は結果と して 最下 
位。 あまり 芳しい ものとは いえな 
いが、今回も非常に多くの宿題を 
* むって、。月扣日 J A L 440 便 
で全員揃って帰国した。 W 下、順 
じ今回の参加に関する大要を追っ 
てみる。 

♦準備 

①強化合宿 

■松井監督、松コーチの姐当で検 
討、計画をなされたが、強化合宿 
が他の国内スケジユールに追われ 
2回の合宿と大会直前現地 (ロシ 
ア).での調整トレ I ニングの計3 
回にとどまつてしまい、コーチン 


グ スタッフ も、選手も I 番悔いの 
残るものになったと思う。 

いかんともしがたい過密な国巧 
スケジユ I ル。ナショナルをはじ 
めんある人は皆、指摘することな 
がら、今回の大会参加も万全な準 
備ができたが態といえなかったの 
ではないかと大変残念に思う。 

③総務、渉外事務処理 

綿貫理事が、' この大会参加の事 
務処理を I 手に引き受け処理した。 
事前は大変苦慮した通り、ロシア 
国内の事情も ある こととは思うか 
大会組織委員との递絡がほとんど 
つかない。そのため毎回のことなが 
ら全日本学連会長(米會巧会長’ 
伊藤忠商事会長)の配慮にょリ同 
商事のロシア室の Tlex を窓口 
に現地同社モスクワ事務所、ぺテル 
スブルク事務所の手を患わせ、大会 
組織委と速絡をとっていただいた。 
過ま、ル I マニアの時もまったく 
同じが態じおかれたが、今回はも 
っとひどく、 いかにロシアの国内 
事情の混乱をム配する要因ともな 
った。‘この点、商社の世界のネッ 
卜はすばらしいものが あると 大変 
感ムさせられた。 

ロシア国内の旅行、列車、バス、 
通訳等のすべての手配を伊藤ホ商 
事の現地事務所が してく ださった 
ことは、この大会参加の困難 さを 


ム配しただけに、大会参加行程が 
円潛じ進むことができ大変感謝申 
し上げる次第である。 

ここで特に述べたいのは、 チー 
ム構成じマネージャ^ — ^役員を加え 
る ことの 必要性である。選手团個 
々への事前の連絡、参加手続き、 
雌れ計画、持参品準備、旅行中、 
滞在中のすべての誘導、巧外関係 
へ接触、そしてすベての会計、こ 
れらを一手じ引き受け、なおかつ 
ロシア 国内での食料事情を 考え、 
携帯日本食を準備、 この 恩恵に浴 
した者は多かった。綿貫理事のマ 
ネージャ！役は特筆に値する。 

③ ドクター帯同•渡'ぶ健1医師 

世界学生へのドクター帯同は初 

めてであるが、学をを預る我々役 
員にとってこれほどをムして大会 
参加ができたのは初めてであろぅ。 
今まで化の国は必ず同行しており、 
ぅらやましい限りであったが、自 
分たちで実際じ経験すると、試合 
中コ—卜でも即巧応、病院へも同 
巧、宿舎に帰っても目を離さない 
等々、絶巧に帯同をお願いする必 
要を痛感した。 

④ 帯同レフ卫リ —/ 後藤•清水 
両国際レフ卫リ1 

フランス大会3後毎回滞同レフ 
卫リーをお願いしてきたが、今回 
両レフ卫リ！によって最後の詰め 


を行っていた，；'、たといえる。参 
加国皆が日本のレフエリ—を評価 
している。後藤氏のオリンピック 
•レフ王り I の存在も大きかった 
こともいえる。 

⑤その他 

蒲生晴明ナショナル監督が視察 
同行。学生のコーチングスタッフ 
にもム強さを感じたであろうし、 
選手たちも大きな励みになったと 
思う。次の日本のナショナルを目 
指ず学生選手、いわゆるヒヨコた 
ちの存在を蒲生監督がその目で確 
め、いかに指導して、明日の日本 
のハンドボ I ルマンのエリ I 卜教 

育を施すかの資にして欲しいと思 
うものである。 

今回で連続7回目の出場となり、 
ファィナルセレモニ—で、日本チ 
—ムかテクニック賞、そして松井 
監督が指導賞(教育賞)の表彰を 
受けたごとく、技術的には相当高 
く評価されている。他の国の人は 
口を揃ぇて「日本は。ハワ ー (力)」 
が足りないという。その通りだと 
思う。 

最後じ、世界は東側から西側に 
風向きが変わリ、それを顕著じ表 
したのが、才—ストリアかロシア 
を破リ優勝、ハンガリ I がル^マ 
ニアを破り3化じ入ったことであ 
る。日本がこれらを肌で感じた大 
会となったことを述べたい。 

また、この大会はホ回(第 U 回) 
はトルコで1994年2巧 W 日〜 
W 日じ開催すると発表された。 
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-富城県八ンドボ ー ル協を 


として 1泊2日の基礎強化講習会 
を中央 球界より 講師を招きに 月に 
行ぅこととしております。 

平成7年には福島県で国体が開 
催されます。中期計画の核として 
福島国体での活躍を期し、隣県あ 
るいは関東遠征等も計画しており 
ます。そして、平成 U 年には当地 
宮城県での国体も計画されており 
ます。 

長期展望として、現在、小学校 
およびスポ I ッ少年团での普及か 
皆無であり、早急に手を巧たなけ 

爲®參适@@ 


，長野県八ンドボール協舍 


ればならない現がと認識していま 
す。しかし、協会が抱える問題点 
も多々あり、指導者の高齢化、そ 
してハンドボ I ルみ野の教員不足、 
そしてが源不足等があります。 

今後、県ハンドボール協会の活 
性化のため、役員一同努力をし、 
そして充実、発展のため関係各位 
の絶大なるご支援、ご協力をムか 
らお願い申し上げ、宮城県協会の 
平成4年度の活動報告といたしま 
す。 

(文責•千田) 


宮城県ハンドボール協会は、昭 
和の年6巧に発足しました。 

当時、ハンドボールといぅ競な 
を知る人はほとんどない時代で、 
学生時代東京でプレ I をした方々 
が発起人となり、当時の日本協会 
窩鳴理事長を仙台に招き、講習を 
受けて協会を設立してから早いも 
のでが年の歳月が過ぎました。 

その間、国際大会、インターハ 
イ、イン々レ、そして日本りーグ 
等のビッグ大会を開催してまいり 

ました。昭和 E 2 年第1回全国高校 
選な大会の優勝校、涌を高校を指 
導した 山 崎金夫氏、 そして 平成2 
年、 インター ハイ、福岡国体と制 
した聖和学園高校の森順一氏をは 
^め多くの優秀な指導者のもと、 

姑在一般 U チ！ム、大学8チーム、 
高専2チ I ム、高校がチーム、そ 
して中学校巧チ—ムが日本協会に 
登録をしております。 

協会組織として、 I 般、大学、 
高校、中学の各部門からなる理事 
舍、総務、強化、審判、競技の4 
部門、その他が務委員会を設置し、 
年間の谅会運営に当っております。 

•平成4年度は隣県•山形でべに 
ばな国体が開催されました。当県 


でも全種別の出場を目標としてミ 
二国体(東化総合体育大会)に臨 
みましたが、残念ながら C 0 種別の 
出場となり、本大会でも上位進出 
はできませんでした。 

現在、当県の東化ブロックのレ 
ベルは、中学校は2'、3番手、高 
校女子、一般男子•女子は上位で 
はあ〇ますが、高校男子のレベル 
ダウンが著しいので、今後重点強 
化を図らねばと考えております。 

審判部は、審判講習会等により 

上級審判員養成を年次計画に取り 
入れており、また、新規 D 級取得 
者の増員を積極的に働きかけをし 
ております。 

強化、競な部は、前述した通り 
高校男子のレベルアップ、そして 
特にジュニア層の普及、強化を考 
え、今年度は(財)宮城県体育協会 
のご好意により(財)日本体育協会 
の事業である、都道府県研修記録 
事業を企画させていただき、じ月 

日から4日間、県高体連指定選 
手男女 W 名およびを高校推薦選手 
計 W 名の参加を得て、強化技術指 
導を計画しておリます。 

なお、ジュニア(中学校)強化 
に際しても県体協よりの甫向事業 


今回日本ハンドボール協会から 
機関誌の協会だょりの原稿依頼を 
をけ揭載の機会を得ましたことに 
感謝を申し上げたいと思います。 

長野県ハンドボ！ル協会は、昭 
和^年に油井孝一郎氏にょリ佐久 
の地に産声をあげ、創立が年を経 
過し現在に至るわけですが、その 
間昭和？3年8巧、第巧回全国鳥等 
学校総合体育大会を上田市で開催、 
また、日本りーグも昭和的年更墙 
市で開催、その後、佐久市で2回 
.開催、そして昭和の年には、東日 
本学生ハンドボ I ル選手権大舍を、 
更墙巿、上田市、戸倉町で開催す 
るなど本県ハンドボール競技発展 


の一助になっている。 

その間、昭和 S 年「やまびこ国 
体」が本県で開催され、総合優勝 
を成し遂げた快挙が思いおされる。 
登録人数も少なく、大学選手はも 
とより実業团チームもなく、を選 
手が地元お身で固めた成年男か、 
そして少年男女。今にして思えば 
よくぞ優勝したと回想しつつ協会 
に参画された諸先輩にムよリ敬意 
を表したい。 

現在の登録チ！ム数は、成年男 
子6、か子日、大学男子2、か子 
2、高校男子^、女子^2、中学男 
子5、女子5、合計糾チームであ 
り、過去には可ぶ総体、国体等で 


上位進出も度々あったが、ここ十 
数年は思うような成績を残し得て 
いないことは残念なことである。 

しかし、その中にあって特筆す 
べきことは、昭和 S 年北海道で開 
催された教職員大会で準優勝とな 
リ、全日本総合選手権大会の出場 
権を獲得したことであり、近年に 
ない成をとして記憶にとどめたい 
出来事であった。 

また、 今年度(平成4年)全国 
高等学校総合体育大会にがいて、 
屋代窩校女子が、3回戦まで進出、 
ベスト K はここ数年ないことであ 
り、喜こばしいことでした。中学 
校での経験者もいなくこつこつと 
努力した成果であり、彼からの今 
後の人生に大きな自信をみえるこ 
とだろう。 

民間の事業としては、昭和 S 年、 
上田高校、 g 年、屋代高校が、日 
中ち好青少年交流大会じ参加した。 
これは両国親善の為に有意義なこ 
とで あり、スポーツを 通しての交 
流は機会があれば、今後もどんど 
ん行いたいものである。 

底'辺拡大を唱えて数年が経過し 
ているが、前述のごとく中学校の 
チーム数は少ない。しかし意欲的 
な指導者がおり、今後に期待する 
ことが大 である。 本県は4地域に 
分かれており、中学校のチーム所 
在地には、高校チームが少なく、 
また、高校チ！ムの近在じは中学 
校のチ—ムがなく、中学校での経 
験者が鳥校で続けることが画難な 
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状態で あり、 誠に残念なことで あ 
る。この問題を解決すれば相当大 
きな成果を上げ得ることは目に見 
えているので、今後この点を関係 
当局じ強力に働きかけていく所存 
である。 また、 反面、生徒減にと 
もない指導者の採用 もま まならず、 
組織の充実に苦慮している現状で 
もある。 

当面の課題としては、少ない指 
導者で協力しあいながら、効果的 
な競技力向上を目指すことが大切 
であろぅと 思われます。それには、 

①中学校、高校の一貫した指導 
体制の確立。 

③競技人口の増大の為、高校登 
録チ I ム OB 、 OG チーム結成の 


③ 地元の大学チ—ムの U ヘルア 
ップへの全面的な協力。 

④ 中央ょりの指導者にょる技術 
指導研修会(審判講習も含む)の 
実施。 

が急務であると考えています。 

本県は今、 1998 年の冬季才 
リン ピックに 向け、長野自動車道、 
上信越自動車道、北陸新幹線等の 
整備が急ピッチで行われています。 
これらが開通すれば地理的条件も 
ぐっと良くなリ、競技関係の発展 
に大きな福音となろぅと思われま 
す。 

終わりにあたり、日本協会なら 
びに皆様方の今後のご支援をお願 
い申し上げ、拙文の筆を置かせて 


働きかけと物ん両面にわたる協力 いただきます。 
体制の確立。 
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山□県八ンドボ—ル協を一 


本県ハンドボールの発足は、昭 
和の年、藤苗信義•元山口大学教 
授により始まり、昭和の年 3 巧に 
星井' 柳井が徳山高、下松エ高に 
着任後、同年 5 月に協会が設立さ 
れました。協会発足後が年が経過 
し、この間、会長 5 代目、理事長 
6代目と引き続いで来ました。こ 
の間、イベントとして、全中大会 
2回、高校総体2回、全日本実業 


团卜！ナメント2固、全日本総合 
2回、国民体育大会1回、全日本 
学生1回、その他国際試合、百本 
リーグ等数多くの大会を こなして 
参りました。 

お陰様でその都度皆様からのア 

ドバイス等じより、ハンドボ1ル 
の意識も高まり、現在のハンドボ 
I ル山口の名をかかげることがで 
きています。 


振り返り、指導者じついて見ま 
すと、 OB では、藤田、星井、柳 
井、横、故人の富樓、青木、横瀬、 
尾川、現役では、岡巧久、藤井康、 
溝部、桑原、上村、松原、中所、 

増田、佐含、山根、坂本、ま兼と 
いった面々。選手としては、近森、 
藤中、井藤等のオリンピック選手 
も出すことができました。 

次に全国大会等の成績について 
は、高校の部は、下関中央エ高、 

3石圃エ高、下がエ高の全国制覇回 
数は全国的にも立派と思います。 
中学校においてむ、下松中、住ま 
中、岐陽中、美 W 中、な爾中等の 
全国大会での成績も決して他県に 
引けは取らないと思います。特に 
この中で、第 K 回国体の高校の部 
で、徳山高等学校の男女アベック 
優勝は見事といえると思います。 
この機を境に、山口県の中学ほの 
チ I ムができて来ました。また、 
この第 W 回国体からが、我が国の 
ハンドボールが、 U 人制から、 7 
人制へと変った記念の年でもあり 
ます 

3上が発足から現在迄の推移で 
すが、今後の問題として、いかに 
指導者の確保と育成に取り組むか 
(実技指導者含審判員、事務巧当者)、 
小学生チームの育成、後援面体の 
態勢組織づくりと、卒業後のハン 
ドボーラ I の競技への参加態勢づ 
くりに あると思いまず。 

施設面については、本年 9 月、 
徳山巿に総合スポーッセンタ—が 


完成し、 I フで .7 1 2面、廊下を 
はさんで 1 面、計 3 面の コ！ 卜が 
でき、さっそく県内大会を実施し 
ています。今まで、体育錐を使用 
する場合じ移動に西っていました 
が、この施設の完成によって好試 
合が次々と移動しないで続けて見 
れ、また、ハンドボ I ラ I の勉強 
にもなリ幸せでいます。 これを 機 
会に近郷市町巧にも I フロァ — 2 
面の体育館建設を呼びかけ、大き 
い ィベントを 受け、勉強した いと 
思っています。 . 

また、現在は山陽側中、心での片 
寄った競技人口ですので、小学生 
対策と 同時に山陰側の 競技と 組織 
の開発に全力を注ぎたいと思いま 
す。 

おわリに、やはり事をなすため 
には、関係者の総力が必要です。 
スタッフのみの力は知れています。 
OB から現役、また、教え子の子 
供が大学、高校と進学しています。 
これらの父、兄といかに取り組み、 
組織つくりをするかに力を入れて 
いると ころです。各中•高校の父 
西の会が結成されていますが、こ 
れらと連携を取り合い、大会等の 
応援.見学等の手助をし、ハンド 
ボールを好きじなってもらぅこと 
と思います。 

OB としての仕事はこれしかな 
いといったところですか . 。 

今後共いろいろとアドバィスを 
いたたくよぅ、よろしくお願い致 
します。 
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表 I 平成 4 年度登録数 



-般 
チーム数 

A 

人数 

一般 
チーム数 

B 

人数 

学 

チーム数 

化 

人数 

高 

チーム数 

専 

人数 

高 

チーム数 

巧 

人数 

合 

チーム数 

計 

人数 

前年度比較 
チーム数人数 

登録数巧 

357 

5655 

118 

1627 

219 

3916 

32 

676 

1466 

31056 




ホ 

111 

1711 

6 

89 

85 

1346 

0 

0 

1070 

18454 




を計 

468 

7366 

124 

1716 

30日 

5262 

32 

678 

2536 

49510 

3464 

64530 

4-59 +1979 

前年度比較巧 

+ 30 

+ 607 

+ 16 

+ 233 

f 13 

+ 382 

±0 

±0 

-15 

+ 72 

- 



ホ 

+ 9 

+ 209 

— 2 

- 8 

+ 7 

+ 162 

±0 

±0 

+ 1 

+ 320 




合計 

+ 39 

+ 817 

+ 14 

+ 225 

+ 20 

+ 544 

±0 

±0 

-14 

+ 392 

+ 59 

+ 1979 
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支 化 


1• カロ盟金 raHF.AHF. 体協） 

2•雜聲ァ、人件贊 
ィ、運営諸寶 
ゥ、旅費 
ェ、賞杯費 
才、をの他 
3.団体大会補助金 
4•誓な事業費 
5•騰者育成磯費 
6 •翻雜費 

7. 競な力向上事業費 

8. 企圃雜費 
9•広報事業贊 

10綱を計 
ァ、委託事業 

(1) ナショナル強化合宿 
似海外遠征 
ィ、単独織 
け)機関紙発行 
似物品社等 
は)外国 チーム 招待等 
(4) 海外遠征 


財団法人日本八ンドボ—ル庶舍の財務について 

常務理事山下 


泉 


バブル経済の崩壊じより、不況 
が一段と進み、消費は落ち込み、 

各企業とも売り上げが低迷、収益 
はが並みダウンを余儀なくされて 
います。当協会のリ I グじ所属す 
る企業や実業団の企業、また、納 
入取引業者も例外ではありません。 

そんな矢先の n 巧、突然 JOC 
からの術か金(オリンピックキヤ 
ンぺ—ン関係)が約一千方円が々 
ット されました、ハンドボ—ルだ 
けでなく他の競技面体も大幅な々 
ソトを 受けました。景気後退の影 

響で広告費収入の減少が理由だそ 

ぅです、いずれにしても当協会と 

しては急遽、緊縮財政による予算 

の見直しを実施することとなりま 

した。 

今回のよぅに年度の途中でが況 

がをわり、当初の事業計画や予算 

を実施することが不可能となった 

場合は、速やかに事業計画、予算 

の修正を図らざるを得ません。幸 

にも本年度の主たる行事は大半終 

了しており大きな変化はありませ 

ん。しかしこれからの財政を考慮 

すると 現がでは、 じり 貧が 目に 見 

えています。 

平成4年度の登録チーム数、人 


数は「別表1」のよぅに増加して 
います。しかし、.事務局の事務量 
の増加、複雑化で事務費が増加の 
傾向にあります。また、今後のハ 
ンドボール界の発展を考えると男 
かナショナルチ—ムの強化は絶が 
条件です。強化合宿、海外遠征を 
実施するには十分な財源が必要で 
す。各方面から指摘されている当 
協会の国際感覚の欠如をなくする 
には、 IHF - AHF じ積極的に 
役員を送り出し、経験と実績を積 
む必要があります。先般、'ハルセロ 

ナ.オリンピックに島田、後藤両 

審判員が初出場し活躍されました 

が日本ハンドボール協会は自信を 

もって積極的な活動をすることが、 

アトランタへ向けて再出発する道 

だろぅと思います。 

先般、事務局で他の競技団体の 

いくつかの収入源を調査して見ま 

した。登録金、日本リーグ加盟金、 

入会金、会費、贊か金等、それぞ 

れ名目こそ違え、当協会と比較し 

企業チ！ムの納付金は多額であり、 

I 般的にも浅く各方面からの財源 

確保がされでおり、収入源は非常 

にを定し、羡ましささえ感じまし 

た。 


当協会もを{泡的な財源確保のた 
めに、役員の年会費の新設、日本 
リーグの加盟金、登録金の見直し 
も考えなければならないと思いま 
す。が团法人は企業のょぅじ売上 
げを伸ばして収益を確保すること 
はできません。ハンドボーラ I 全 
員の協力のうえに運営される組織 
です。皆様のご理解をいただきま 
して、日本ハンドボール協舍の更 
なる発展を目指したいと存じます。 


ここでが団法人について若干説 
明をさせでいただきますと、公益 
法人の中の I つで、社面法人、学 
校法人、宗教法人等と同じく、民 
法糾条にょり『公益に関する社団、 
又は財団は當利を目的とせざるも 
の』とし大蔵大臣の認可を受けで 
設立された法人です。目的、事業、 
資産、会計等については、『寄付巧 
為』にさだめられ、それにょって 
事業を実施することになっていま 
す。特にが務に関しては事業予算 
に基づいて運营されます。 

ホに日本ハンドボ I ル協会のま 
たる収入と支おを記しますと別表 
2のようになリます。 

皆様方のご理解を願う為に説明 
させていただきました。 


人 


収 


鄉一) 

術和售1 

ス金金料： 

W 興が号 

伽殘ァ'んゥ'ェ、 


哉 


i 槪截闢 


負補委 


入 


4 


白心 

付金 
寄預 
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バッデ •メタ： •僅磯…•循•看板 
トロノイー•ネクタイ止•を銀製蟲•プフスチック製 ) 

I 各種記念品 I 

3巧記章株式会社 ! 

) ( 
I 電話東京 （03)3973 — 0741斬） ( 

V 東京都板橋区中丸巧49…3 ) 


n — チ研！ 口① _ 

ドィツ•ハンドボ^~ルを学ぶ 

田口 陸 


今回私は、犯年度 JOC 在外研 
修員として1年間ドイツにて、ハ 
ンドボールを研究するチャンスを 
いただきました。当初 W 巧の中句 
に日本を発つ計画でいましたが、 
碟航手続等で1か巧ほど遅れ、：：：！ 
巧巧日に日本を発も、ドイツにや 
って参りました。 

おの研修先はケルン体育大学と、 
TSU Bayer Dormagen (クラブチ； 
ム)で トレ I ニング方法とハンド 
ボールにがする理論的な考ぇ方等 
を学ばぅと思っています。あとョ 
—ロッパで行われるイベントに参 
加し、各国の戦術面での分析もし 
たいと思っています。 

今回のこの研修報告のお便りで 
は、まず私がお世話になっている 
TTWII Bayer Dormagen について述 
ベたいと思います。 

Trwc とはスポ；ツクラブの意で、 
Bayer は、クラブのスポンサ—で世 
界的に有名な大きな製薬会社の名 
前です。そして Dormagen といぅ 
のがチ—ムが在る地名であります。 

Dormagen は私がをんでいる Kaln 
から拘巧^離れたところに在り、 
アウトバ！ンを使えば車で巧分ほ 
どのところです。この叫 SU Bayer 
Dormagen は全体で狗 4 8 〇 〇.名の 


会員を持も、いろいろなスポ—ツ 
を斤っています。そのうも330 
名ほどがハン K ボールクラブに籍 
を置いています。 

ハンドボールクラブの中には、 
ブンデスリ—グの1部で活躍して 
いる一軍、そしてその下に二軍、 

一二軍、四軍とがあり、あと2歳な 
下で2歳間隔に A 、 B 、 C 、 D 、 

E の5チームがあり、そして、そ 
の他に8歳^^下の客1至5と呼ばれる 
チ ー ム、年齡の高い人たものチ！ 
ムと計 U チ—ムで構成されていま 
す。各チ I ムにはそれぞれ トレ— 
ナー ( 日本でいう監督)がいて指 
導にあたっています。ジュニアチ 
1ムの中じは力のある選手もいて、 
二軍、二一軍に混じり、試合に出場 
する こと もあります。 

私が トレ I ニングに参加してい 
る一軍には、 トレ！ ナ ー の他にコ 
—チと L て、、王じ GK の トレ ー ニ 
ングを祖当する人かいます。選手 
としては、今年度は W 名と契約が 
済まされ、そのうちには、今夏巧 
われたバルセロナ •オリンピック 
に出場した、ドイツ代表户 nclream 
TThiel , Michae 一穴 lemw 、 スウ王 — 
デン代表の Roberf yvnclgsson が含ま 
れています。それな外にもドイツ 


のナショナルチ—ム経験者が5名 
います 

また、契約して いる； 3名の選手 
のうち日名は今年、他チームから 
移籍した選手で、ジュニア雇から 
のクラブ内での強化はもちろんの 
こと、外部からの補強も積極的じ 
行って いるよう です。 

トレ I ニングは、月曜日から金 
曜日の夜に2時間ほどかわれ、止、 
日曜日、そして水曜日に試合が巧 
われます。 

ホ—ムでの試合では町をあげて 
の応援があり、1400席ほどの 
シ1卜が埋めつくされ、それに立 
見の人もたいへん多く見られ、体 
育館は日本の体育館程大きくはな 
いにしろぎっしり超満員になりま 
す。ハーフタィムには、ホ I ムチ 
1ムの企画に よる 楽しい アトラク 
、ンョンも行われ、観客席の盛り上 
がり方'も日本にないものが ありま 
す。 

クラブの概要はな上のようなも 
のです。何分まだドィツに来て間も 
ない為、これから徐々に細かいと 
ころまで、勉強していきたいと思 
います。1年という時間を今まで 
にも増して、大事に有意義なもの 
じしていきたいものです。 
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►’1 回戦 
大曲ク 
秋田ク 
秋田マツダ 
▼準決勝 
羽後ク 
秋田マツダ 
▼決勝 


羽後クの 


稲川ク 
大農〇目 
秋南ク 

大曲ク 

秋田ク 


秋 田 


A AMSC 

U 全和洋 


明 成 

仙女商 
古川女 
飯野川 
塩蓋か 


S 古川商 


佐 沼 

良 ヒ 
身 TT 

電モエ 

仙台 二 

仙台商 

宮広瀬 

登 米 

仙台向山 

古川エ 
築 館 
名矿 TT 
仙台東 

仙送志会 
牠台南 


处古川商 


仙台東 
浦 を 
登 米 

泉松陵 

宮一一か 

佐 沼 

泉館山 


第が回国体窝城県予選を 

(7 巧〜日/仙台市体育館) 

八男子〉 

▼1 回戦 

佐 沼 ^ — 5 宮水産 

東 化 楷ヶ岡 

古川エ Y じ 仙台一二 

電子エ ^1^ 一迫商 

仙送志会 W — 巧 古 川 

仙台商 化 —2；泉館山 

宮広瀬 巧—巧 虛 签 

名取化 化 In 化 台 



第が回秋西県民体育大会 


( 7 巧 3〜5 日/大曲仙化圏民体 

育館) 

《み年男子〉 

▼1 回戦 


湯が高 指 —7 

大曲高 端123 

大曲農高 

羽後高 の — U 


7 I 8 

2 1 

6 i 6 

3 1 


L2i 


横手高 

湯沢稲川高 

秋田高専 

秋田南窩 

大曲高 

大曲農高 

U 羽後高 


▼準決勝 

湯沢高 

羽後高 

▼決勝 

湯沢高の 

《少年女子〉 

マ 1回戦 

羽後高 挑 IW 湯沢稲川高 

▼準決勝 

大曲農高 が is , 

湯沢高 別 — U 

▼決勝 

ず7 

,216 

《成年男子 1 部〉 

1位湯沢ク 

《成年男子2報〉 


大曲農高州 


羽後高 

秋田和洋高 

ド湯沢高 


古川商 
マ 3回戰 
聖和 
宮一二か 
宮一女 
古川商 
►準決勝 
聖和 
古川商 
▼決勝 

聖 和？^ 


第；^回ちお中学巧大会 L 

(8 月 W 〜じ日/野辺地町立体育 
館ほか) 

《男子〉 

▼予選りーグ A ブロック 
東根 I 中 S — 7 田お中 
東巧一中 別—22 湯沢南中 
湯沢南中 £;1じ 田尻中 
► B ブロック 

泉 中 ^ — 8 羽後中 
中田中 ^lu 泉 中 
中田中 ^ — ^ お後中 

▼ C ブロック 

尾花沢中 厨川中 
尾花沢中 化 —2 富田中 
富田中 厨川中 

▼ D ブロック 

高砂中 巧—；：： 見前南町 
信夫中 巧 — J :; 高砂中 
信夫中 ^ — 9 見前南中 
マ 決勝トーナメント 1 回戦 
東根一中 化信夫中 
尾花沢中 W — 巧 中田中 


▼決勝 

東根一中の t U 尾花沢中 

石 I 日」 

《女子〉 

▼予選り I グ E ブロック 
中田中 W14 が園中 
東根，一中 nlw 中田中 
東根一中 化—？^ が園中 
マ F ブロック 

尾花が中 U 1 U 西多賀中 
郡山一中 の一 5 尾花沢中 
郡山一中 2218 西多賀中 

▼ G ブロック 

厨川中 ^ — 8 湯沢化中 
二瀬中 ^ — 9 厨川中 
二瀬中 巧 —6 湯沢化中 
▼決勝り I グ 

二瀬中 UIW 東根1中 
郡山一中 巧 — U 二瀬中 
郡山一中 巧！ U 東お一中 
〔順位〕①郡山一中②二瀬中③東 
根一中 



埼玉県 高校 1年を大会 

(8 巧巧〜の日/筑波大坂戸高) 

《男子〉 

マ予選リーグ A ブロック 
富±見 WI 2 秋 父 
浦和学院 如—1 秋 父 
滞和学院 W 12 富丈見 
►，同 B ブロック 

川口化 ^16 川 口 
川口化 wiw 羽生第一 


登 米 
仙台東 
仙台向山 

▼ 2 回戦 
仙台育英 
古川エ 
築 館 
仙送志会 
古川商 
名取化 
仙台東 
仙台南 

▼ 3 回戦 
仙台育英 
仙送志会 
古川商 
仙台南 
▼準決勝 
仙台育英 
古川商 
►，決勝 

仙台育英な 

《女子〉 

▼1 回戦 
仙台東 
宮二か 
明 成 

▼ 2 回戦 
聖 和 
仙女商 
古川女 

宮一二か 

宮 I 女 

飯野川 

塩蓋か 
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桶大越小戦浦 和 大大春 

宮谷松 和 宮宮日 

川南南原 ェ 光 化化剖; 


化桶化 
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大川大 朝宮朝 
越 霞 霞 

井お井 西代西 


上上 
居尾 
東東 
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"ん阿め當かさをホめるヒューマナイザー-中けが 
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れからも企萊がわを絞けていきます。 
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中村荷役運輸株式会社 I 
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おかけさまで 
創業74巧 


浦和市立 
眷日部東 
春日部共栄 


秋草学園 


谓坂戸 


久喜化陽 

か奈学園 

城化埼玉 
城化埼玉 
大 宮 

上尾沼南 


川口 

岩概化陵 
志 木 
志 木 


春日部ェ 

春日部共栄 

春日部共栄 


草加東 

花咲徳栄 

草加東 

城西川越 

城西川越 

浦和两 

越谷西 

春日部東 

春日部東 


浦和エ 
伊奈学園 
和 ホ 

久喜化陽 
上尾沼南 
川越南 
春日部ェ 

滿和西 
岩概化陵 


埼玉栄 

川ロェ 

筑波お戸 


羽を第一 WI 8 

▼お C ブロック 

所沢緑ヶ丘 nl 3 
所沢緑ヶ反 ^—4 
岩微北陵 じ—3 
▼同 D ブりック 
岩概 YW 
岩棚 — ^ 

桶 川 で8 

▼同 E ブロック 

大宮南 別 — W 

春日部エ で6 

大宮南 の一 2 

▼同 F ブロック 

宮代 n —3 

埼玉栄 W — 7 

埼玉栄 ツ —7 

マ同 G ブロック 

農大一二 班 — W 

農大一二 ^12 

川越南 巧— 5 

▼同 H ブロック 

川口青陵 wts 

川口青陵 W18 

化が徳栄 

▼.同 I ブロック 

浦和実 21日 

浦和西 じ一 3 

浦和実 ^ — 6 

マ同 J ブロック 

越を南 パ i 8 

越を西 ^ — 3 

越谷西 じ一 6 

▼同 K ブロック 

県坂戸 ^17 

小松原 ^ — 3 


川口 青陵 U —8 
浦和実 WI 4 
所沢化 nl 5 
農大一二 UI 5 
川口 化 n —5 
ザ3 回戦 

浦和学院 の— 2 
川□東 巧19 
浦和実 WIO 
農大二一 W — 7 
►準決勝 

浦和学院 じ— 9 
浦和実 
▼順位決定戦 
川口青陵 ^—u 
川口 化 nl 9 
▼ 7 . .8 化決定戦 
西武台 ul ^ 
▼ 5. 6 位決定戦 
川 U 青陵 
マ3 位決を戦 
川口東 ^ — ^ 
►決勝 

浦和学院 U 

812 

▼ B 決勝卜 I ナメント1 

UI6 

が一 9 
M 12 


越を西 
川越南 
花咲徳栄 
春日部エ 
▼ B 2回戦 
越を西 
久喜化陽 

上尾沼南 

浦和南 

川越南 


で；： 


6 — 〇 

1± TX 

で8 


所が緑ヶ丘 
朝 霞 
鴻 巣 
浦が市立 
庄 和 

西武台 
川口青陵 
所沢化 
川口化 

川口東 
農大一二 

西武台 
所沢化 

所沢化 

川口化 

農大一二 

7浦和実 

1回戦 
羽生第一 
宮 代 
一二郷エ 
大 宮 

岩 概 
春日部 

富壬見 

県坂戸 

花咲徳栄 


岩概化陵 1,15 
浦和西 n—9 
春日部エ リ 16 
マ B 3 回戦 
越を西 UI6 
浦和南 S 2 — 5 
岩槪化陵 n—9 
浦和西 巧 IW 

▼ B 準決勝 
趙谷西 ^ — 6 
浦和西 Ui 5 

▼ B 決勝 

浦和西 巧— 6 

《女子〉 

►，予選リーグ a ブロッ 
川口北 n—6 


浦和西 
浦和西 

▼同 b ブロ 

春日部東 
春日部共栄 
浦和市立 
▼同 C ブロ 
川口青陵 
川口青陵 
草 加 
y 同 d ブロ 

浦和南 
小松原 
浦和南 

W ’ 同 e ブロ 
所沢化 
埼玉栄 
埼玉栄 
V . 同 f ブロ 

庄 和 


8 I 〇 
11 

n —4 

ック 
6 — 4 

で1 

8——〇 

ック 

巧 —2 

另 I2 
1 1 

SI 2 

ック 

で0 

で9 
UI6 

ック 
6 — 5 
^ — 2 
で1 

ツク 


小松原 UIW 
▼同 L ブロック 
川口東 の一 2 
川口東 U — 4 
二一郷エ じ [5 
►同 M ブロック 
浦和南 ^ — 9 
西武ムロ 巧 —9 
西武台 Wt 4 
►同 N ブロック 
鴻巣 816 
►同〇ブロック 
浦和巿立 919 
►•同 P ブロック 
朝霞 n —4 

大宮 t -3 

朝霞 で3 
▼同 Q ブロック 
川ロエ U18 
►同 R ブロック 
庄和 で9 

春日部 じ—8 

庄和 ni 6 

▼同 S ブロック 

所沢化 ^13 

▼同 T ブロック 

筑波坂戸 ^17 

▼決勝トーナメント1 

埼玉栄 WI 9 

川口青陵 の一8 

浦和実 

川口化 KIW 

マ2回戦 

浦和学院 ^—5 

西武台 n—w 

川口東 ^ — 6 


NAKAMURA STEVEDORES 及 TRANSPORTATION CO り LTD, 












14 23 

1 I 

1314 


岐岐巧池 
阜 

化陽化田 


海大 
津 m 
化 X 


30 20 1414 2011 2218121613121611 101412 21 

! ! 1111 11111111 till 

713 6119 6 3 41014 8 4 7 6 7111011 


斐岐 各中可大 
卓 務濃化垣 
太ェ 原西ェ東 



917 
I 1 
810 


益各 
田務 
南原 


12 22 20161818 231616 22 

I i 1111 III ] 

0 9 1215 211 10141012 


づ C 巧良づく 
宮を宮 
南か南 


八行浦 
田和 
话月か西 


UI 7 


加 納 
各務原西 
郡 上 
中京商 
長 良 
大垣南 
益 田 
高山エ 

岐阜東 
海 津 
羽島化 
県岐阜商 


《男子〉 

▼1 回戦 
加 納 
中京商 
海津化 

ホ问山エ 

► 2 回戦 
岐阜西エ 
岐阜東 
海 津 
大垣エ 
海津北 
羽島化 
県岐阜商 
市岐阜商 
▼ 3 回戦 
岐阜西エ 
大垣エ 
海津化 
市峡阜商 
マ 準決勝 
岐阜西ェ 
市岐阜商 
►，決勝 


大垣化 
益 田 
各務原東 
不 破 


各務原東 
大垣農 
大垣西 
岐 山 



第 S 回岐を県高校総が 


(8 巧巧、 W 日/峡阜南高校} 


n—4 

SI 7 


多治見化 


21じ 岐 山 


《男子〉 

▼1 回戦 
岐阜南 
岐阜エ 
多治見化 
斐太 
► 2 回戦 
岐阜南 
岐阜エ 
多治見化 
斐太 
▼ 3 回戦 
岐阜南 
多治見化 
▼決勝 


巧岐阜商巧 W 岐阜西エ 

《女子〉 

マ 1回戦 

養老か商 の一1 斐 お 

本 巣 化 IU 大ぉ西 


羽島化 
岐阜化 
県岐阜商 
高山 
大垣か子 
富田か子 

► 2 回戦 
養をか商 
岐阜化 
鳥 出 
富田女子 

► 3 回戦 
養老か商 
富田か子 
▼決勝 

養老か商巧 


で3 

Y 8 

8 I 7 

で 2 
す 8 
で 6 

で日 

3 — 〇 
1 1 

8——6 
说 — 4 

W — 8 

別—6 


大垣南 
海 津 
瑞 浪 
各務原西 
長 お 
化 田 

本 巣 
羽島化 
県岐阜商 
大垣女子 

岐阜化 
高 山 

U 富田女子 


第 W 妈松巧杯が早県ち校選ずお 


岐阜南別 

《女子》 

マ 1固戦 
大垣化 
ザ2回戦 
中津 
各務原 
益田南 
加納 
▼ 3 回戦 
中津 
加納 
▼決勝 


中 津 U 



(8 月2：〜日/岐阜南高校) 


虫 和 
秋草学園 

上尾南 
大宮開成 
上尾南 

本庄ホ 
春日部か 

春日部か 

山村国際 

浦和商 

山村国際 


春日部エ 

が 上 

吹 上 

大宮北 

筑波巧戸 

大宮化 

1回戦 

浦和南 

春日部東 

川口青陵 

浦和実 


寅 W 回中国地区富専大倉 

(7 月 K 日〜；日/徳山市体育館) 
ザ予選リーグ A 

徳山(山口) 松注(島彼) 
松 江 wiss 津山(岡山) 
徳山 ^1^ 津山 
▼’予選リ I グ B 

米モ(鳥取)じ字部(山口) 
吳(広島)^ — ^ 宇 部 
米 子 U — U 具 
▼•決勝トーナメント1回戦 
徳山 別 IU 米 子 
吳 说 一9 松 江 
▼決勝 

徳山 W 114 じ吳 


川□女 Y 3 
川口か 巧10 
▼同 g ブロック 
大宮開成 じ — U 
浦和学院 S 2 —U 
浦和学院 ^—5 
►同 h ブロック 
八 0 T 5 
み 潮 じ—3 ‘ 

本庄女 2 — 8 

マ同 i ブロック 

伊奈学園 sfo 

伊奈学園 9 I 3 

浦和商 812 

マ同 j ブロック 

熊を女 ^ — 2 

浦和実 ^—5 

浦和実 811 

▼同 k ブロック 

西武台 W — 3 

西武台 WI 1 

春日部エ 616 

マ同1ブロック 

巧巧み ^12 

が田か 2 — 1 

筑波坂戸 ^—3 

マ A 決勝ト ー ナメント 

浦和西 917 

行 田 か UI 3 

埼玉栄 SI 8 

川口 女 じ— 3 

▼同2回戦 

西武台 S — 5 

が奈学圓 815 

埼玉樂 816 


川□か 515 滞和学院 
1 P T C 〇 

►，準決勝 

西武台 じ—〇 伊奈学園 
埼玉栄 S — 4 川口か 
►順位決定戦 

浦和西 n—9 行田か 
八 潮 UI 5 浦和学院 
▼7• 8位決定戦 
浦和学院 814 行巧女 
►，5 . 6位決定戦 
八 潮 ^17 浦和西 
▼ 3 位決定戦 

伊奈学園 513 川口か 
▼決勝 

埼玉栄；？ 「 I 4西武台 


►’目決勝トーナメント1 


熊を女 
小松原 
大宮開成 

川口化 

►’同2回戦 

熊を女 

小松原 

大宮開成 

川口化 

▼同準決勝 

熊谷み ul ^ 


で7 

2 — 4 

で8 

じ一 3 

巧）4 

で6 

巧ム 

で2 


川口化 

▼同決勝 

川□化：：^ 


ni 


商戦 
本庄女 
浦和市立 
筑波坂戸 

巧沢北 

ム TTP D VGJ 7 

油巧を 

春凸部エ 

草 加 

庄 和 

小松原 

大宮開成 

3熊が女 


— 26 — 




























Your Daiwa Staff 


ライフプランは暮らしの中でち大さなテーマで 
ず。このテーマにトータルにお応えできるのが 
〈ダイワ〉でず。信託もできるべんりな都市銀行 
として、財産の管理と運用、不動産の売買仲なと 
有効利用、年金や相続•贈与の設計、ローンのお 
巧話から自動サービス、さらに国際業務と、幅広 
くバックア、ンプさせていたださまもお客さまと 
ともに明日を創造ずる Bank 〈タイワ〉をぜひ 
ご活巧ください。 


大巧銀行 

Daiwa Bank 





もっと大きな声で 
夢を語りあいたいな 

，が第^%^ さ擦' 


夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチに変える、 

そんな新時代への冒険'むを 
大同^^寺殊蓬岡は大切じしたいと思います。 
夢を語りあいたい……あなたと。 


^义同特巧綱 


木ネ主〒化0名古屋市中区錦 I - I I -18 ( 興銀ビル) 
TEL (052) 201 一 5111 
支社まま 支店大阪 
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し曰本痛会だぶ 0 


平成4年度第2回全国理事 

11巧21日、於東京体育館会議室 

出席：渡邊副会長、中沢専務理事他17名 

1. J 〇 C ジュニアオリンピックカップ補肋金に 
ついて 

日本協をからの補助金は全国中学生火をと同 
等の60で巧とする。 承認 

2. 第44回全日本総合選手権大会準備状況報告 
3 . 委員舍報告 

了、 を計委員会10巧ホ日現巧の収支状況報告 
補助金減少が策検討中 

イ、国際委員を AHF 委員全委員に次の各氏 
が決定 

競お•組織委員舍 （ COC ) 井 薰氏 
コーチ-方法委員を ( CMC ) 大西武 S 氏 
医事委員を ( MC ) 西山逸成氏 

ウ、審判委員を審判用品価格改訂 み認 

肚 

平成4年度臨時評議員会 

11巧28日、於東興ホテルを議室 

か'焼 日本協を中が専務理事、植村常務理事、 

大野監事、評議員20名委イ壬が25名 

1. 本年度の行事についての報告。 

2. 本年度の財政が況 についての 報告。 

3. 平成5、6年度役員選出方法じついて 
(座長高橋健夫氏） 

審議の結果、平成5、6年度は中沢体制で斤 
くことに決定。 

のの決定に基づき中沢専務理事より新陣容 
を平成日年2巧の第2回評議員をに提案する 
こと^した。 

じ月度常務理事会 

12巧5日於日本協舍 
出席中沢専務理事他6名 
1 . 臨時評議員を報告 

平成5、 6年度役員は一部の変更は有り得る 

が原則として現体制 t するとの結論に達した。 


2巧の定例評議員をで蕾議のうえ決をずる。 
2. 平成4年度事業予算の削減と平成5年度予算 
案提出について 

J 0 C 補助金 カット（こ 伴い各事業費予算を-- 
律5 % カット する。 

平成日年度予算案は対前年第一次補正マイナ 
ス5 %を目標とする。 

各委員をはの I 上を踏まえて資料を作成12巧19 
日までに事務局に提出することとした。 

3 . 増収が 策について 

登録金、機関紙、役員年を費、個人賛助を、 
檢定料、リーグ加盟を等の見直しをするこ t 
とし次阿り I 降協議するこ t 扛した。 

4. 全日本総合選手権大会準備が況報告 
5 . 委員を報告 

(ァ）強化委員を 

(1) 男子 ナショナルチーム 遠 化 報告 

ハーレム、ノ、ンドボールウイーク 

(オランダ'カップ） 

1位オーストリア 
2位 ノルウェー 
3 位スイス 
4位日本 
5位オランダ 
目 位 ベルギー 
(2 )12 巧度遠化予定 
第12回世界学生選手権大会 
12. 6化凳 

12.22'帰着サンクトぺテルブノレグ 
団長中沢專務理事他20名 
(イ）普な委員を 

J 0 C ジュニアオリンピックカップじつ 
いて 

各ブロックにがし主管協をより各10で円 
を補肋することに'决定 
6. 読売斬聞『日本 スポーッ 賞』 の 推薦 
巧 子 ナショナルチームキャプテン 
橋本行弘を推薦 

社 


NEXT ONE — セノーイズム 


限りない可能性に挑戦し、感動を勝 
ち取っていくーセノーの仕事もま 
た、 スポーツ そのちのかちしれない。 
妥協のないセノーの " NEXT ONE " 
にご期待ください。 



な Senoh® 


セノー株式会社 

東京都千代田区巧田司町 2-7 
巧 03-3292-54 II 


日本ハンドボール協会検定品製造工場 
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皆み付け部のエッジ 
につけた傾斜が、 

倒れ込みシュートを 
打ちやすくしました- 
コートは巧く、ゴールボストも 
ルさし、/、ンドボール。厚い防御 
の壁を突き巧ってシュートをみめる 
のは、簡単なことではありません。 

わずかな間隙をめってみめる倒れ込 
みシュートこそ、まさじハンドボールの摄 
巧がです。スカイハンドをジャパン a - s は、 

ァ ウター ソール 踏みつけ部の エッジに 傾斜 
をつけることじより、倒れ込みシュートを巧ちや 
すくしました。 


ぶの。 

ATHLETIC SHOES 


インドアのためじ生まれたスバイラルソールが 
すは’やい巧？をまえます。 

ハンドボールに要ボされるものは、なじよりもまずス 
ピード。インドアま用に開発されたラバー製のスバイ 
ラルソールがすばやい動きにあわせて威力を発揮し 
ます。勤きやすく、滑りにくい。しかも、巧みがけ舰こ 
は演を紀し、屈曲性をアッス攻巧に、巧御に、锻え 
めかれたフットワークに磨きがかかります。 



品をスカイハンド ® ジャパンび -S 

な番 THH 711 メ-卜希望小な纖¥16,000愧 W おなき） OCgel ^^^ 

カラー/，ホワイトX tt レッド•マリンブルー•ホワイトX W マリンブル ー• レッド 
サイズ/の .5 〜巧.〇加 


むリク7ス • 巧品じついてのお問い合わせはホま会社アシックス谓*を巧該ままでどうぞ。 
_ r ィ J ィへ •⑥は ㈱ アシックスの亞録商標です。 

〒扣〇巧戸ホ中央区港島中咕 7 T 目 I を I TEL (078)303-2233( ま巧） .（078)303-3333 (大代表） 


于130巧を都呈田区结ホ4下目10を11号 TEL (03)3624- 1814(寺用） .（03)3624-2221( 大巧ぶ） 


アシックスは 

オリンビックキサンペーンの 
才つイシ村レスポンサーです， 




スポーツ あげたい、 
スポーツ ほしい0 


ま®巧 B スポーヴ# 
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